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式
配
当

(Stock
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当

(
s
t
o
c
k
d
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v
i
d
e
n
d
s
)

と
は
、
現
金
に
か
え
る
に
自
社
未
発
行
株
式
を
も
つ
て
す
る
配
当
で
あ
る
。

と
つ
て
課
税
所
得
で
あ
る
か
否
か
を
問
題
の
焦
点
と
し
て
、
長
い
間
は
げ
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

は
、
す
で
に
一
九
二

0
年
前
後
に
一
応
課
税
所
得
で
あ
る
と
い
う
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
み
た
も
の
の
、
爾
来
、

え
ず
繰
り
返
さ
れ
、
今
日
に
至
る
も
な
お
、
そ
の
終
燒
を
み
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
漸

く
戦
後
の
改
正
商
法
（
昭
和
二
五
年
法
一
六
七
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
も
わ
が
税
法
は
、

し
て
、
こ
こ
二
、
三
年
前
の
不
況
を
契
機
に
、
株
式
配
当
の
事
例
が
続
出
す
る
に
及
ん
で
論
議
が
再
燃
し
、
大
き
く
論
檀
を
賑
わ
し
て
来
た
こ

と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
所
得
性
を
め
ぐ
る
論
争
の
基
底
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
対
峠
す
る
二
つ
の
株
式
会
杜
掘
が
措
定
さ
れ
て
い
る
。
「
資
本
主

理
論
」

(
p
r
o
p
r
i
e
t
o
r
s
h
i
p
t
h
e
o
r
y
)

と
「
企
業
実
体
理
論
」

(
b
u
s
i
n
e
s
s
e
n
t
i
t
y
 
t
h
e
o
r
y
)

が
そ
れ
で
あ
る
。

株
式
配
当

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)
 

第
二
十
五
巻

片

の
性
格

第
三
号

山

八

之
を
謀
税
所
得
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ

ま
ず
前
者
の
企
業
観
に
し

こ
の
株
式
配
当
が
株
主
に

伍
こ
の
所
得
性
論
争
は
た

ア
メ
リ
カ
で
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た
が
え
ば
、
稼
得
利
益
は
発
生
と
同
時
に
株
主
に
帰
属
す
る
と
い
う
見
解
を
と
る
。

る
資
本
金
勘
定
に
振
替
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
間
株
主
持
分
に
何
ら
の
増
減
も
見
ら
れ
な
い
と
い
う
論
拠
の
も
と
に
、
非
所
得
1
1
非
課
税
説

が
導
き
出
さ
れ
て
く
が
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
会
社
観
に
立
て
ば
、
会
社
の
稼
得
利
益
は
企
業
自
体
の
持
分
と
な
る
。
株
式
配
当
は
、
こ

る
と
こ
ろ
か
ら
、

の
ビ
ジ
ネ
ネ
ス
・
＝
ン
テ
ィ
テ
ィ
持
分
の
株
主
持
分
た
る
資
本
金
へ
の
帰
属
替
え
で
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
株
主
持
分
の
増
加
を
招
来
す

＝
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
者
は
一
般
に
所
得
説
に
加
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
4
。
し
か
し
な
が
ら
、
更
に
、
そ
の
所
得
は
配
当
株
式
を
売

却
し
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
し
、
売
れ
ば
比
例
的
持
分
を
失
う
か
ら
、
未
実
現
所
得
1
1
非
課
税
所
得
で
あ
る
と
い
う
説
も
強
く
主
張
さ
れ
て
来

5
6
 

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
持
分
理
論
を
も
つ
て
す
る
考
察
は
、
ま
さ
に
屋
下
に
屋
を
架
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
程
論
じ
尽
さ
れ
て
き
て
い
る
。
な

る
ほ
ど
株
式
配
当
の
所
得
性
を
持
分
と
関
速
さ
せ
て
説
示
す
る
こ
と
は
、
こ
と
が
ら
の
内
容
を
一
応
明
ら
か
に
し
て
は
く
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
資
本
主
理
論
か
、
で
な
け
れ
ば
企
業
実
体
理
論
か
と
い
っ
た
、
歴
史
的
視
点
を
抜
き
に
し
て
機
械
的
に
対
置
せ
ら
れ
る
会
計
主
体
饒
は
、

企
業
会
計
の
計
算
技
術
的
基
礎
概
念
た
り
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
つ
て
直
ち
に
、
今
日
の
複
雑
．
錯
綜
し
た
株
式
会
社
の
諸
問
題
の
核
心

に
迫
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

第
二
十
五
巻

第
三
号

こ
の
株
主
持
分
た
る
利
益
剰
余
金
を
同
じ
く
株
主
持
分
た

わ
れ
わ
れ
は
か
ね
て
次
の
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
資
本
集
中
機
構
と
し
て
の
、
そ
し
て
利
濶
創
出
機
構
と
し
て
の
株
式
会
社

に
お
け
る
財
務
諸
制
度
の
本
質
理
解
の
た
め
に
は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
私
的
所
有
に
由
来
す
る
株
式
会
社
の
諸
矛
盾
、
と
り
わ
け
支
配

資
本
と
無
機
能
従
属
資
本
と
の
矛
盾
を
認
識
し
、
客
観
的
な
現
実
分
析
に
基
づ
き
、
企
業
に
お
け
る
現
実
資
本
の
連
動
と
擬
制
資
本
の
連
動
の

八
四
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註
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1
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株
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配
当
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t
o
c
k
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i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

7"‘ 
し＞、 （口） （イ）

二
側
面
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
鍵
で
あ
る
と
。

株
式
配
当
と
て
も
も
ち
ろ
ん
こ
の
例
外
で
は
な
い
。
株
式
配
当
は
、
そ
の
呼
称
の
如
く
、
利
潤
分
配
的
形
態
を
と
る
と
同
時
に
、
株
式
資
本

の
調
逹
な
い
し
操
作
の
技
術
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
株
式
配
当
が
所
得
性
を
め
ぐ
つ
て
争
わ
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
株
式
配
当
そ
の

も
の
の
真
の
問
題
性
が
そ
こ
に
あ
る
と
は
云
い
難
い
。
所
得
性
の
問
題
も
、
個
別
資
本
の
連
動
過
程
の
中
で
と
ら
え
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
躙
実
性
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
く
る
と
考
え
る
。
株
式
配
当
の
現
実
的
、
具
体
的
態
様
を
み
ず
し
て
、
機
械
的
・
形
式
的
に

そ
の
所
得
性
を
争
う
こ
と
は
、

ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
要
は
、
株
式
配
当
の
も
つ
機
能
一
般
と
現
実
に
利
用
さ
れ
て
い
る
態
様
と
を
、

そ
こ
で
、
以
下
、
か
か
る
株
式
配
当
の
性
格
・
内
容
お
よ
び
形
態
が
、
株
式
会
社
に
お
け
る
諸
矛
盾
の
存
在
と
発
展
の
な
か
で
、
如
何
な
る

変
転
を
と
げ
て
来
た
か
を
分
析
し
、
そ
の
意
義
を
所
得
性
の
間
題
を
も
含
め
て
追
究
し
て
行
こ
う
と
思
う
。

T
o
w
n
e
r
 
v• 

E
i
s
n
e
r
,
 2
4
5
 
U
.
 S
.
 4
1
8
 (
1
9
1
8
)
.
 

E
i
s
n
e
r
 v. 
M
a
c
o
m
b
e
r
,
 2
5
2
 
U
.
 S. 
1
8
9
 
(
1
9
2
0
)
.
 

争
に
つ
い
て
詳
し
い
。

伊
井
賢
二
、
株
式
配
当
ー
S
t
o
c
k
d
i
Y
i
d
e
n
d
s
 1

の
所
得
性
に
つ
い
て
、
経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
）
第
四
号
。

土
田
三
千
雄
、
企
業
実
体
論
と
株
式
配
当
、
青
山
経
済
論
集
、
第
一

0
巻
一
、
二
合
併
号
。

き
り
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

八
五

は
つ

昭
和
三
十
三
年
以
降
の
株
式
配
当
に
関
す
る
主
な
論
文
を
あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

細
井
卓
、
ス
ト
ッ
ク
・
デ
ィ
ビ
1
デ
ン
ド
政
策
、
同
氏
著
「
配
当
政
策
」
所
収
、
ス
ト
ッ
ク
・
デ
ィ
ビ
ィ
デ
ン
ド
の
財
務
的
効
果
お
よ
び
所
得
論
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(
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)
 

(
3
)
 

市
村
昭
―
―
-
、
ペ
イ
ト
ン
の
エ
ン
テ
1
テ
ィ
論
と
株
式
配
当
論
、
会
計
、
第
七
六
巻
第
五
号
。

番
場
嘉
一
郎
、
丹
波
教
授
の
株
式
配
当
本
質
論
に
対
す
る
批
判
、
産
業
経
理
、
第
二

0
巻
第
一
号
。

G
.
 R• 

H
u
s
b
a
n
d
 
(
T
h
e
 E
n
t
i
t
y
 
C
o
n
c
e
p
t
 i
n
 
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
,
 
T
h
e
 A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 R
e
v
i
e
w
 O
c
t
.
 1
9
5
4
)

に
代
ば
表
さ
れ
る
。

E
.
 
B
.
 W
i
l
c
o
x
 (
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 f
o
r
 S
t
o
c
k
 
D
i
v
i
d
e
n
d
s
:
 A
 D
i
s
s
e
n
t
 f
r
o
m
 C
u
r
r
e
n
t
 R
e
c
o
m
m
e
n
d
e
d
 
P
r
a
c
t
i
c
e
,
 
J
u
r
n
a
l
 
o
f
 

A
c
c
o
u
n
t
a
n
c
y
 `
 
A
u
g
u
s
t
 1
9
5
3
)

が
そ
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
。

番
場
嘉
一
郎
、
株
式
配
当
！
~
利
益
分
配
か
否
か
・
実
現
収
益
か
否
か
、
産
業
経
理
、
第
一
八
巻
第
一
二
号
、
四
四
ー
四
六
頁
。

も
つ
と
も
、
企
業
実
体
理
論
に
立
脚
し
な
が
ら
も
株
式
配
当
の
非
所
得
説
を
主
張
す
る
い
く
つ
か
の
見
解
も
あ
る
。
そ
の
一
っ
は
セ
イ
ド
マ
ン
の
そ

れ
で
あ
る
。
彼
は
留
保
利
益
の
み
な
ら
ず
払
込
資
本
も
同
様
に
会
社
持
分
を
構
成
す
る
と
い
う
エ
ン
テ
1
テ
1
論
を
展
開
し
、
株
式
配
当
の
所
得
性
を

否
定
す
る
。

(N. B
.
 
S
e
i
d
m
a
n
,
 T
h
e
 D
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n
 o
f
 S
t
o
c
k
h
o
l
d
e
r
 
I
n
c
o
m
e
,
 
T
h
e
 A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 R
e
v
i
e
w
 J
a
n
u
a
r
y
,
 1
9
5
6
,
 
p. 
6
8
)
.
 

ま
た
、
所
有
主
埠
論
に
従
お
う
と
、
或
は
企
業
実
体
理
論
に
立
と
う
と
、
株
式
配
当
は
株
主
の
所
得
を
構
成
し
な
い
と
い
う
見
解
を
と
る
論
者
も
あ

る
。
そ
れ
は
ペ
イ
ト
ン
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
株
式
配
当
に
よ
っ
て
株
主
は
何
ら
企
業
資
産
を
受
取
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
持
分
権
に
も
変
化
を
来

（ル） （ヌ） （リ） （チ） （卜）

第
二
十
五
巻

第
三
号

太
田
、
番
場
、
矢
沢
、
塩
崎
、
内
田
、
株
式
配
当
の
研
究
（
座
談
会
）
、
産
業
経
理
、
第
一
八
巻
第
二
号
。

番
場
、
八
木
、
細
井
、
塩
崎
、
三
戸
岡
、
株
式
配
当
の
研
究
（
特
集
）
、
産
業
経
理
、
第
一
八
巻
第
三
号
。

黒
沢
、
山
下
、
丹
波
、
渡
辺
、
番
場
、
資
本
充
実
と
株
式
配
当
（
座
談
会
）
、
産
業
経
理
、
第
一
九
巻
第
一
号
。

丹
波
康
太
郎
、
株
式
配
当
の
本
質
に
つ
い
て
、
産
業
経
理
、
第
一
九
巻
第
八
号
。

太
田
哲
三
、
株
式
配
当
再
論
、
産
業
経
理
、
第
一
九
巻
第
一
―
号
。
そ
の
他
。

H
黒
沢
清
、
資
産
再
評
価
と
株
式
配
当
、
産
業
経
理
、
第
一
九
巻
第
一
号
。

（ホ｝ （二） 株
式
配
当

(
S
t
o
c
k
D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

八
六
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k
D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

当
座
企
業
制
か
ら
継
続
企
業
制
え
の
移
行
、

「
配
当
株
の
発
行
は
株
式
分
割
の
一
形
態
で
あ
る
」
と
彼
は
い
う
の
で
あ
る
。

(W. A. 
P
a
t
o
n
 a
n
d
 
W. A
.
 
P
a
t
o
n
,
 
Jr., 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 A
c
c
o
u
n
t
s
 a
n
d
 S
t
a
t
e
m
e
n
t
s
,
 1
9
5
5
,
 

pp. 1
2
5
 |
 13
1
.
)
 

所
得
性
論
争
を
惹
き
起
し
た
米
国
で
、
株
式
配
当
の
嘴
矢
と
し
て
論
者
に
よ
っ
て
一
般
に
引
用
さ
れ
る
の
は
、

C
e
n
t
r
a
l
 R
.
 R
.
 C
o
.
 
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
株
式
配
当
は
、
同
社
が

H
u
d
o
s
o
n
R
i
v
e
r
 
R
a
i
l
r
o
a
d

と
の
合
併
に
あ
た
つ
て
、

両
杜
間
に
お
け
る
株
式
資
本
調
整
の
た
め
に
実
施
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
式
配
当
の
歴
史
は
古
い
。
近
代
株
式
会
社
制
度
の

起
源
と
し
て
、
オ
ラ
ン
グ
東
即
度
会
社
と
蚊
び
称
せ
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
東
印
度
会
社
に
お
い
て
、

る
の
で
あ
る
。
同
杜
は
こ
の
当
時
大
き
な
繁
栄
を
享
受
し
、
株
主

(
p
r
o
p
r
i
e
t
o
r
)

は一

0
0％
の
株
式
配
当
を
宜
言
し
て
い
る
。

制

(
d
i
v
i
d
e
n
d
)

の
自
立
化
、
株
式
制
度
に
つ
い
て
云
え
ば
、
従
来
の
比
例
持
分
的
株
式
の
廃
棄
と
等
額
額
面
株
式
制
度
の
確
立
、
と
い
う
株

式
配
当
実
施
の
制
度
的
前
提
条
件
が
整
備
さ
れ
た
一
七
批
紀
後
半
に
ま
で
、

式
配
当
が
非
常
に
頻
繁
に
宣
言
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
八
世
紀
の
英
国
で
は
、
連
河
会
社
が
株
式
会
社
の
大
半
を
占
め
て
い
た
。
之
等
の
会
社
は
特
許
に
よ
る
会
社
で
、
資
金
の
逼
迫
時
に
は
追

徴
の
強
制
さ
え
も
行
わ
れ
て
お
り
、
未
だ
人
的
会
杜
的
色
彩
を
濃
厚
に
残
存
せ
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
巨
額
の
資
金
を
要

た
さ
な
い
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

八
七

し
た
が
つ
て
資
本
の
払
戻
し
と
利
潤
の
分
配
と
の
未
分
化
の
状
態

(
d
i
v
i
s
i
o
n
)

か
ら
利
益
配
当

そ
の
端
緒
は
遡
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
批
紀
の
間
、
株

つ
ま
り
、

二
ハ
八
二
年
す
で
に
そ
の
宜
言
を
み
て
い

一
八
六
九
年

N
e
w
 Y
o
r
k
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要
す
る
と
こ
ろ
、
株
式
配
当
な
る
財
務
管
理
技
術
は
、
資
本
不
足
と
い
う
企
業
内
外
の
要
因
を
現
実
的
基
盤
と
し
、
資
本
集
中
機
構
と
し
て

の
株
式
会
社
制
度
の
主
要
矛
盾
で
あ
る
、

い
う
認
識
が
、

二
つ
の
要
求
を
洞
足
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

す
る
連
河
建
設
の
た
め
に
は
時
に
は
千
名
を
越
え
る
出
資
者
が
動
員
さ
れ
、
特
許
を
与
え
ら
れ
た
会
社
支
配
者
団
と
一
般
出
資
者
団
の
分
化
が

す
で
に
見
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

建
設
の
進
行
に
つ
れ
て
生
ず
る
追
加
資
金
の
欠
乏
は
、
資
本
市
場
の
未
成
熟
な
当
時
、
之
を
借
入
資
金
に
よ
っ
て
洞
た
す
こ
と
は
殆
ど
不
可

能
で
あ
る
。
そ
こ
で
資
本
確
保
の
安
易
な
方
法
と
し
て
、
利
益
の
社
外
流
出
よ
り
も
そ
の
再
投
資
が
強
く
要
望
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
そ
れ
を

一
般
株
主
に
納
得
せ
し
む
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
有
形
的
な
”
し
る
し
“
を
彼
等
に
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
株
式
配
当
が
登
場
し
た

所
以
の
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
配
当
は
、
発
生
利
益
を
資
本
金
に
組
入
れ
て
企
業
資
本
の
規
模
を
拡
大
化
し
そ
の
循
環
過

程
を
恒
久
化
し
て
行
く
反
面
、
配
当
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
株
主
の
利
益
分
配
要
求
を
満
足
せ
し
め
る
と
い
う
、
蓄
積
と
分
配
と
の

出
資
1
1
支
配
1
1
経
営
が
全
体
と
し
て
未
分
離
な
人
的
会
社
に
あ
っ
て
は
、
利
益
の
内
部
留
保
1
1
配
当
1
1
追
加
出
資
な
い
し
追
加
株
式
の
発
行

と
い
う
こ
と
も
ま
た
未
分
化
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
菩
積
の
た
め
の
株
式
配
当
の
契
機
を
本
来
的
に
は
全
く
見
出
し
え
な
い
。
し
か
し
、
会
社
支

配
者
団
と
一
般
株
主
と
の
矛
盾
が
す
で
に
存
在
す
る
こ
の
段
階
で
は
、
配
当
と
出
資
と
を
形
式
的
に
せ
よ
明
確
に
分
離
さ
せ
、

一
般
株
主
を
満
足
さ
せ
、
資
本
蓄
積
を
推
進
す
る
の
に
一
層
役
立
つ
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

一
応
環
金
配
当

を
な
し
そ
れ
を
直
ち
に
払
込
に
充
当
し
た
と
い
う
擬
制
が
強
霞
さ
れ
て
く
る
。
け
だ
し
、
株
式
配
当
は
株
主
に
と
つ
て
配
当
1
1
所
得
で
あ
る
と

支
配
資
本
の
蓄
積
欲
求
と
一
般
株
主
の
分
配
要
求
と
い
う
二
つ
の
要
求
の
解
決
策
と
し
て
生
れ
出
た

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k
D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

八
八
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

て
追
加
投
資
さ
れ
た
資
本
部
分
の
収
益
力
如
何
に
か
か
り
、

く
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
、

底
に
お
い
て
こ
そ
、
正
当
に
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

八
九

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
配
当
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
資
本
蓄
積
の
一
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
つ
て
、
株
式
配
当
の
所
得
性

の
問
題
も
、
支
配
資
本
の
意
思
（
こ
の
場
合
蓄
積
要
求
、
後
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
求
に
よ
っ
て
株
式
配
当
が
宜
言
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
）
を
基

そ
も
そ
も
、
株
式
会
社
は
資
本
を
社
会
的
な
蓄
積
の
基
盤
の
上
で
吸
収
す
る
機
構
で
あ
る
。

そ
れ
が
資
本
胴
逹
を
特
定
社
員
の
配
当
に
強

こ
の
時
代
に
お
け
る
資
本
市
場
の
未
成
熟
と
、
未
だ
人
的
色
彩
の
濃
厚
で
あ
っ

た
特
許
会
社
の
性
格
に
よ
る
も
の
と
解
す
べ
き
面
も
あ
ろ
う
が
、
収
益
力
の
低
さ
か
ら
来
る
資
本
吸
引
力
の
翁
さ
が
、
株
式
配
当
政
策
を
と
ら

し
む
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
株
式
配
当
の
所
得
性
は
、
在
来
資
本
の
収
益
力
に
変
り
な
け
れ
ば
、
株
式
配
当
に
よ
っ

こ
の
利
益
が
す
べ
て
所
有
主
と
称
せ
ら
れ
た
当
時
の
株
主
に
帰
属
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
所
得
性
は
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
知
で
き
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
、
事
業
経
営
の
大
規
模
化
・
安
定
化
と
他
方
に
お
け
る
信
用
制
度
の
発
逹
は
、
他
人
資
本
の
大
巾
導
入
を
資
本
的
合
理
性
の
見
地
か

ら
必
要
・
有
利
か
つ
可
能
な
ら
し
め
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
海
泡
沫
の
名
を
も
つ
て
知
ら
れ
る
過
度
の
投
機
恐
慌
な
ど
に
よ
り
、
新
企

業
形
態
た
る
株
式
会
杜
の
有
限
責
任
制
に
対
す
る
杜
会
一
般
の
不
安
感
は
な
お
強
く
、

経
営
参
加
権
を
主
張
せ
ざ
る
他
人
資
本
の
流
入
は
困
難

で
あ
っ
た
。
国
家
も
ま
た
償
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
特
許
状
に
借
入
限
度
額
を
規
定
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

ト
ラ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
の
資
本
金
の
増
加
が
要
請
さ
れ
て
く
る
。
取
崩
し
て
社
外
に
持
出
す
こ
と
の
容
易
な
科
益
の
単
な
る
内
部
留
保

で
は
な
く
て
、
そ
れ
の
資
本
金
勘
定
へ
の
振
替
え
、
す
な
わ
ち
株
式
配
当
に
よ
る
制
度
的
な
永
久
資
本
化
が
、
信
用
能
力
を
強
化
し
他
人
資
本

第
二
十
五
巻

第
一
二
号

こ
こ
に
会
杜
債
権
者
に
対
す
る

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



第
二
十
五
巻

第
三
号

の
誘
導
投
と
し
て
i-K
施
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
の
場
合
資
本
金
の
増
加
が
直
接
の
目
的
で
あ
り
、
株
式
配
当
も
そ
の
た
め
の
一
会
計
操
作
と
し
て

利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
配
当
源
泉
は
必
ず
し
も
当
期
発
生
利
益
に
限
る
要
は
な
い
。
こ
こ
に
早
く
も
、
株
式
配
当
に
お
け
る
機
能
・
形
態

株
式
配
当
は
、
先
に
、
自
己
資
本
内
部
に
お
け
る
矛
盾
を
基
礎
と
し
て
登
場
し
た
が
、
こ
こ
で
は
支
配
的
株
主
資
本
と
一
般
株
主
資
本
と
の

対
立
関
係
は
一
応
止
揚
さ
れ
て
、
自
己
資
本
（
資
本
金
）
と
他
人
資
本
、
よ
り
杜
会
的
一
般
的
に
は
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
と
の
対
抗
関
係
を

契
機
と
す
る
株
式
配
当
へ
と
展
開
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
個
別
企
業
資
本
内
部
に
お
い
て
は
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
は
利
濶
の
分
配
を
め

ぐ
つ
て
対
立
す
る
が
、
そ
の
分
配
率
た
る
利
子
率
は
社
会
的
に
個
別
資
本
と
は
別
な
と
こ
ろ
で
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
社
会
的
貸
付
資

本
の
量
的
配
分
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
対
抗
関
係
が
、
前
述
の
如
く
、
他
人
資
本
形
態
で
の
蓄
積
要
求
を
前
に
担
保
能
力
強
化
策
と
し
て

の
株
式
配
当
と
な
り
、
或
は
借
入
の
困
難
性
が
内
肛
し
て
自
己
蓄
積
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
株
式
配
当
と
な
っ
て
発
躙
す
る
わ
け
で
あ
る
。

産
業
資
本
と
銀
行
資
本
と
の
対
立
は
、
後
に
は
支
配
・
被
支
配
を
め
ぐ
る
質
的
対
立
関
係
へ
と
発
展
す
る
。
銀
行
資
本
の
支
配
を
糎
度
に
お
そ

れ
る
私
的
所
有
形
態
を
と
る
韮
業
資
本
に
あ
っ
て
は
、
自
己
蓄
積
1
1
株
式
配
当
に
よ
っ
て
資
本
を
調
逹
し
よ
う
と
し
、
い
わ
ば
支
配
権
確
保
な

い
し
防
衛
の
た
め
の
株
式
配
当
と
も
い
う
べ
き
政
策
を
と
ら
し
め
る
こ
と
が
あ
る
。
他
方
、
銀
行
の
圧
力
下
に
あ
る
企
業
で
は
、
利
子
支
払
能
力

を
危
殆
に
瀕
せ
し
め
る
如
き
資
金
の
流
出
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

躙
金
配
当
の
株
式
配
当
へ
の
転
換
を
強
い
ら
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。

ま

た
、
静
的
会
計
観
か
ら
動
的
会
計
観
へ
の
移
行
は
、
信
用
能
力
の
基
礎
と
し
て
の
資
本
金
が
収
益
力
に
と
つ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、

し
た
が
つ
て
、
当
然
に
資
本
金
の
増
大
に
よ
る
信
用
力
強
化
と
い
う
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
株
式
配
当
は
著
し
く
後
退
し
て
来
る
。
さ
ら
に
後
述

の
外
延
的
拡
大
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

九
〇
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k
D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

以
上
要
す
る
に
、

い
う
対
抗
矛
盾
こ
そ
が
、
そ
の
生
成
の
歴
史
的
論
理
的
基
礎
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
の
公
正
な
評
価
も
自
由
な
現
金
化
も
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
株
式
配
当
は
、

も
つ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

い
わ
ば
「
問
題
以
前
」
の
も
の
と
い
い
え
よ
う
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

九

態
と
し
て
早
激
的
に
形
成
さ
れ
た
特
許
会
社
の
段
階
で
は
、
未
だ
充
分
な
証
券
流
遥
機
構
も
確
立
さ
れ
て
ほ
お
ら
ず
、
配
当
株
式
の
証
券
市
場

そ
れ
ほ
ど
現
代
的
問
題
性
を

註

(
1
)

イ
ギ
リ
ス
東
印
度
会
社
の
株
価
は
、
株
式
配
当
前
の
一
六
八
0

|

―
六
八
一
年
に
は
二
四
五
ー
三
六
五
に
亘
り
、
一
六
八
二
年
の
初
期
に
は
そ
れ
は
四

六
0
に
も
達
し
た
。
そ
の
後
株
式
配
当
の
宣
言
に
よ
っ
て
新
株
は
一
五
0
に
落
ち
た
が
、
そ
の
年
の
終
頃
に
は
再
び
二
六
0
に
ま
で
上
昇
し
た
と
い
わ
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
ケ
ー
ス
に
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
利
潤
分
配
策
と
し
て
の
、
或
は
株
式
市
場
操
作
に
よ
る
投
機
利
得
獲
得
の
要
具
と
し
て
の
株
式

配
当
の
先
駆
的
形
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
の
出
所
は
、

A. S. 
D
e
w
i
n
g
,
 T
h
e
 F
i
n
a
n
c
i
a
l
 P
o
l
i
c
y
 
o
f
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
s
,
 
5
t
h
 ed., 
1
9
5
3
 `
 
V
o
l
.
 I
,
 

p. 
779. 

(
2
)

株
式
配
当
制
度
が
社
会
的
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
的
所
有
1
1
経
営
の
会
社
に
お
い
て
も
株
式
配
当
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社
は
、
全
株
フ
ォ
ー
ド
家
の
私
的
所
有
（
第
二
次
大
戦
後
公
開
し
た
）
に
か
か
る
個
人
支
配
の
会
社

で
あ
る
が
、
巨
額
の
利
益
を
株
式
配
当
で
も
つ
て
資
本
金
化
し
た
。
す
な
わ
ち
当
初
の
資
本
金
二
八
、
0
0
0
ド
ル
は
一
九
四
三
年
に
は
一
七
、
二
六
四
、

五
0
0
ド
ル
に
も
の
ぽ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
資
本
金
の
約
三
八
倍
に
も
達
す
る
六
六
九
、
一

0
二
、
二
九
0
ド
ル
が
資
本
金
化
さ
れ
ず

に
利
益
剰
余
金
と
し
て
残
存
し
て
い
た
。
資
料
の
出
所
は
、

H• 

L
.
 
J
o
m
e
,
 C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 F
i
n
a
n
c
e
,
 
1948, 
p
p
.
 
256. 

し
か
し
て
、
株
式
会
社
が
前
期
的
資
本
の
企
業
形

す
る
如
く
、
独
占
的
金
融
機
関
と
結
合
す
る
独
占
的
産
業
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
の
区
別
は
全
く
形
式
的
な
も
の

と
な
り
、
他
人
資
本
と
の
対
抗
関
係
を
契
機
と
す
る
株
式
配
当
の
生
起
す
る
必
然
性
を
全
く
も
た
な
い
こ
と
言
を
侯
た
な
い
。

一
般
的
に
一
云
え
ば
、
株
式
配
当
も
他
の
多
く
の
株
式
財
務
諸
制
度
と
同
様
に
、
社
会
的
資
本
の
集
中
と
そ
の
私
的
支
配
と
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第
二
十
五
巻

第
三
号

株
式
会
社
制
度
の
最
も
基
本
的
特
徴
は
「
資
本
の
動
化
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
の
諸
制
度
す
な
わ
ち
株
主
の
有
限
責
任
制
、
証

券
制
度
、
会
社
設
立
の
準
則
主
義
へ
の
移
行
な
ど
一
連
の
制
度
・
機
構
が
墜
備
さ
れ
て
、
個
別
的
特
許
に
よ
る
特
殊
な
会
社
の
み
な
ら
ず
産
業

会
社
全
体
に
株
式
会
社
制
度
が
一
般
化
す
る
の
は
一
九
批
紀
の
そ
れ
も
後
半
以
肺
で
あ
る
。
産
業
革
命
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
生
産
方
法
の

変
革
と
生
函
力
の
急
激
な
発
展
は
、
生
産
に
投
ぜ
ら
れ
る
資
本
の
最
低
必
要
額
の
増
大
を
招
き
、
他
方
準
則
主
義
へ
の
移
行
に
よ
る
資
本
の
自

由
鋭
争
の
も
と
で
は
、
愈
々
資
本
の
大
い
さ
が
絶
対
的
な
力
を
発
揮
す
る
に
至
る
。
資
本
の
蒐
集
そ
の
も
の
が
企
業
の
死
活
問
題
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
か
か
る
個
別
資
本
間
に
お
け
る
蓄
積
競
争
激
化
の
段
階
で
は
、

大
株
主
た
る
会
杜
支
配
者
団
と
そ
れ
を
囲
続
す
る
一
般
株
主
と
の

矛
盾
は
存
在
は
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
激
化
し
敵
対
す
る
余
裕
を
も
つ
て
い
な
か
っ
た
。

は
「
資
本
主
理
論
」
が
形
成
さ
れ
、
株
式
会
社
法
理
論
の
最
大
の
関
心
事
も
、
株
王
の
固
有
権
理
騎
（
例
え
ば
新
株
町
受
楕
）
、
株
主
平
等
の

原
則
な
ど
、
個
々
の
株
王
の
利
益
保
護
に
あ
っ
た
こ
と
は
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
こ
の
時
期
に
、
企
業
主
体
論
と
し
て

配
当
も
株
主
の
利
益
分
配
請
求
権
と
し
て
固
有
権
で
あ
り
、
（
平
均
）
利
潤
を
会
社
支
配
者
団
の
恣
意
の
も
と
に
不
当
に
分
配
せ
ず
し
て
長

期
に
亘
つ
て
留
保
す
る
こ
と
が
法
的
に
制
阪
さ
れ
さ
え
し
た
。
し
た
が
つ
て
、
企
業
者
利
得
は
そ
の
殆
ん
ど
を
配
当
と
し
て
分
配
し
、
こ
の
相

対
的
に
高
い
配
当
率
を
槙
行
と
す
る
増
資
が
資
本
調
逹
の
一
般
的
方
式
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
資
本
の
蓄
積
方
式
が
、
個
別
的
集
積
か

ら
社
会
的
集
積
を
基
礎
と
し
た
集
巾
の
形
態
へ
と
移
行
し
て
、
積
桓
的
な
資
本
蓄
積
策
と
し
て
の
株
式
配
当
は
、

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

一
九
世
紀
に
入
っ
て
そ
の
比

九

library
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

九

ま
た
資
本

集
積
と
集
中
の
二
重
の
蓄
積
が
継
続
的
に
さ
え
も
強
行
さ
れ
て
い

重
を
急
速
に
低
下
さ
せ
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
集
積
に
基
礎
を
お
く
株
式
配
当
は
、
そ
の
性
質
上
、
獲
得
利
潤
に
量
的
に
、
し
た

が
つ
て
時
間
的
に
制
限
せ
ら
れ
、
生
韮
力
の
一
層
の
発
展
に
対
し
て
即
応
で
き
な
い
と
い
う
限
界
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
蓄
積
の
方
法
と
し

て
、
社
会
的
蓄
積
に
基
盤
を
お
く
集
中
が
自
己
蓄
積
を
遼
か
に
追
い
越
す
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
株
式
会
杜
制
度
の
飛
躍
的
発
展
が

も
っ
と
も
、
事
業
の
性
格
上
、
改
良
或
は
拡
張
に
不
断
の
資
本
的
支
出
を
必
要
と
し
、

業
、
例
え
ば
公
益
事
業
に
お
い
て
は
、
規
則
的
継
続
的
株
式
配
当
に
よ
る
資
本
の
累
積
的
蓄
積
策
が
早
く
か
ら
慣
沓
化
さ
れ
、
資
本
闘
逹
の
常

套
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
来
て
い
る
。

さ
ら
に
、
擬
制
資
本
市
場
の
完
成
し
た
段
階
で
、
蓄
積
衝
動
に
か
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
成
長
会
社
に
あ
っ
て
は
、
配
当
も
現
金
に
か
え
る
に
株

式
を
も
つ
て
し
、
こ
の
高
い
株
式
配
当
率
を
挺
子
に
普
通
増
資
を
行
い
、

る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
蓄
積
策
と
し
て
の
最
高
頂
に
逹
し
た
莉
用
形
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
て
、

社
が
相
応
の
収
益
力
を
保
持
し
そ
の
限
度
で
拡
大
し
て
行
く
か
ぎ
り
、
会
社
に
と
つ
て
は
ま
さ
に
累
進
的
資
本
化
を
可
能
な
ら
し
め
、
株
主
に

と
つ
て
も
所
得
の
累
積
と
な
っ
て
充
分
な
支
持
・
歓
迎
を
受
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
限
界
を
越
え
た
政
策
の
無
理
押
し
は
、

行
配
当
率
の
維
持
を
困
難
に
す
る
。
さ
ら
に
株
価
の
額
面
維
持
さ
え
も
困
難
に
な
る
と
き
は
、
爾
後
の
増
資
を
不
可
能
な
ら
し
め
、

金
の
増
大
に
伴
う
配
当
金
負
担
の
過
貢
が
、
蓄
積
の
積
痙
的
栢
桔
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
親
金
を
全
く
否
定
し
て
株
式
配
当
を
永
久
的
に
続
行
す
る
こ
と
は
、
人
的
会
社
に
お
い
て
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
す
で
に
物
会
会
社

如
実
に
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

か
か
る
政
策
は
、
会

や
が
て
躙

か
つ
配
当
可
能
な
限
度
で
収
益
を
確
保
で
き
る
企
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造
は
お
の
ず
か
ら
限
定
さ
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

化
し
た
段
階
で
は
、
そ
こ
に
お
け
る
一
般
株
主
の
も
つ
貸
付
資
本
家
的
性
格
と
相
容
れ
な
い
も
の
を
も
つ
て
お
り
、
擬
制
資
本
市
場
成
立
の
前

提
条
件
と
矛
盾
す
る
。
す
な
わ
ち
、
証
券
流
通
機
構
に
媒
介
さ
れ
て
出
資
の
回
収
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
と
き
、
は
じ
め
て
、
資
本
回
収
の
有

期
限
性
を
要
求
す
る
貸
付
資
本
的
性
格
の
資
本
も
、
回
収
不
能
な
産
業
資
本
の
自
己
資
本
に
擬
制
さ
れ
て
流
入
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
に
出
資
の
回
収
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
出
資
の
肩
替
り
で
あ
る
。
こ
の
一
般
株
主
資
本
は
、
社
会
的
に
は
何
れ
か
の
支
配
資
本
の

下
に
組
入
れ
ら
れ
、
或
は
何
れ
か
の
一
般
株
主
資
本
が
当
該
の
支
配
資
本
に
結
合
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
も
、
主
観
的
に
は
一
応
結
合
の

個
別
的
自
主
性
を
要
請
す
る
。
ま
た
出
資
の
肩
替
り
1
1
株
式
の
売
買
は
、
資
本
取
引
で
は
な
く
し
て
利
益
配
当
請
求
権
の
移
転
で
あ
る
。
継
続

的
株
式
配
当
に
よ
っ
て
配
当
の
現
金
と
し
て
の
実
現
化
が
永
久
的
に
な
さ
れ
ず
、

永
久
的
に
無
視
さ
れ
る
と
き
は
、

一
般
投
資
資
本
の
か
か
る
株
式
会
社
へ
の
流
入
を
困
難
な
ら
し
め
、
株
式
流
通
機
構
の
崩
壊
に
導
び
く
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
に
永
続
的
株
式
配
当
に
よ
る
蓄
積
の
限
界
が
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
か
か
る
永
続
的
株
式
配
当
を
受
け
容
れ
る
会
社
の
所
有
構

一
九
批
紀
に
お
け
る
株
式
配
当
の
ケ
ー
ス
の
少
な

な
お
、
第
一
次
大
戦
前
の
米
国
に
お
け
る
株
式
配
当
の
実
態
は
次
頁
上
掲
表
の
如
く
で
、

い
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
法
的
制
限
に
も
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
保
護
の
原

理
の
強
調
ほ
資
本
損
傷
禁
止
の
原
則
を
導
き
出
し
、
大
体
一
九
批
紀
の
間
、
各
州
裁
判
所
が
、
対
価
と
し
て
何
ら
か
の
等
価
物
を
確
保
す
る
こ

と
な
し
に
は
、
株
式
の
発
行
・
交
付
を
禁
止
す
る
と
い
う
原
則
を
支
持
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
裁
判
所
や
各
州
法
令
の
こ
の
意
図
を

打
破
せ
ん
と
す
る
会
社
は
、
現
金
配
当
を
宜
言
し
同
時
に
新
株
式
の
購
入
に
対
し
て
こ
の
配
当
金
を
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
株
主
に

一
般
株
主
の
も
つ
配
当
金
に
対
す
る
個
別
的
自
立
性
要
求
が

九
四
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

第一次大戦前の米国における株式配当の実態

(New York株式取引所上場会社）

□ 1 I'ミ＼門二゜ ~~4
件数 12 11 
I 

A. S. Dewing, The Financial Policy of Corporations, 

5th ed., 1953, Vol. I, p. 779, より作製。

1915 

4
 

1916 

7
 

）
 
2
 

与
え
て
い
た
。

九
五

さ
て
、
か
か
る
資
本
集
中
の
前
期
に
あ
っ
て
は
、
会
社
の
支
配
権
は
未
だ
充
分
な
所
有
に
支
え
ら
れ
た

大
株
主
の
手
に
握
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
に
結
集
さ
れ
る
リ
ス
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
も
独
占
後
期
に
お
け

る
ほ
ど
無
機
能
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。
企
業
内
の
留
保
利
益
に
対
し
て
も
株
主
の
支
配
権
1
1
持
分
権
は

浸
透
し
て
お
り
、
留
保
利
益
の
累
積
ー
利
益
額
の
増
加
ー
株
式
資
本
金
利
益
率
の
向
上
に
つ
れ
て
、
株
主

の
分
配
慾
求
も
拾
頭
し
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
刹
益
積
立
金
は
既
に
現
実
資
本
に
化
体
し
て
い
て
企

業
内
に
全
く
固
着
化
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
親
金
配
当
を
行
う
た
め
に
は
、
之
等
資
産
を
処
分
し
て

現
金
化
す
る
か
或
は
借
入
金
に
よ
っ
て
肩
替
り
さ
せ
る
か
す
る
他
な
い
。
前
者
は
企
業
資
本
の
分
裂
縮
少

化
を
ま
ね
き
、
後
者
の
策
は
企
業
財
務
の
脆
弱
化
を
招
来
す
る
。
こ
こ
に
株
式
配
当
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

く
る
。

筑
金
配
当
と
し
て
社
外
に
流
出
さ
る
べ
き
積
立
金
を
株
式
資
本
金
に
振
替
え
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
株
式
配
当
は
一
応
笥
枢
的
な
資
本
蓄
積
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
期
発
生
利
益
と
株
式
配
当
と
の
直
接
的
対
応
が
切
断
さ
れ
、
実
質
的
蓄
積
と
株
式
配

当
と
が
時
間
的
に
分
離
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
や
が
て
積
立
金
に
対
す
る
持
主
の
持
分
櫂
1
1
配
当

請
求
権
が
後
退
し
て
行
く
に
つ
れ
て
、
こ
の
分
離
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
、
株
式
配
当
の
蓄
積
的
性
格
は
愈
々
影
薄
き
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
留
保
利
益
を
源
泉
と
す
る
株
式
配
当
の
所
得
性
を
株
価
と
の
関
連
で
論
ず
る
場
合
に
は
、

そ
れ
を
単
に
配
当
時
点
に
お
い
て
と
ら
え
る

第
二
十
五
巻

第
三
号
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会
社
に
分
類
さ
れ
て
い
る

N
o
r
t
h
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 C
o
.
 (
一
九
二
三
年
七
•
五
免
、

無
縁
の
も
の
で
は
な
い

い
ま
代

か
、
さ
ら
に
内
部
留
保
の
時
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
異
つ
て
く
る
。
何
故
な
ら
、
蓄
積
さ
れ
た
利
益
は
そ
の
も
つ
収
益
力
を
通

と
も
あ
れ
株
主
の
利
潤
分
配
慾
求
に
発
す
る
株
式
配
当
の
所
得
性
が
一
般
に
高
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
巨
額
の
積
立
金
を
撫
し
、

高
い
収
益
力
を
ほ
こ
り
、
持
株
支
配
下
に
あ
る
会
杜
の
株
式
配
当
形
態
に
は
二
つ
の
熊
様
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、

な
が
ら
株
式
配
当
を
規
則
的
継
続
的
に
併
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
大
巾
の
臨
時
的
株
式
配
当
を
宣
言
し
、
そ
の
後
の
配
当
率
を
割

高
に
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
批
に
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
メ
ロ
ン
割
り
」

(
m
e
l
o
n
c
u
t
t
i
n
g
)
で
あ
る
。
共
に
実
質
上
の
配
当
金

総
額
の
引
上
げ
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
主
に
と
つ
て
模
め
て
魅
惑
的
な
も
の
で
あ
る
。

税
所
得
判
決
と
相
ま
つ
て
、
か
か
る
性
格
の
株
式
配
当
が
続
出
し
、
そ
れ
は

"
a
s
i
g
n
 o
f
 
s
t
r
e
n
g
t
h
"

「
好
況
の
反
映
」
と
し
て
資
本
市
場

前
者
の
形
態
を
と
る
会
社
に
は
、
事
業
の
性
格
上
、
巨
大
公
益
事
業
持
株
会
社
が
多
い
。

（
一
九
〇
九
ー
一
九
一
九
年
毎
年
一

0
形、

一
九
二
0
年
八
•
五
％
、
一
九
ニ
一
年
四
％
、
一
九
二
七
年
五0
％
の
株
式
配
当
後
会
社
合
併
）
、

一
九
二
四
年
ー
一
九
三
二
年
毎
年
一

0
形
の
株
式
配
当
）

な
ど
が
あ
る
が
、

表
的
一
例
と
し
て

A
m
e
r
i
c
a
n
G
a
s
 a
n
d
 E
l
e
c
t
r
i
c
 
C
o
.
 
の
配
当
政
策
を
示
せ
ば
次
頁
上
掲
表
の
如
く
で
あ
る
。
同
社
お
よ
び
前
記
の

N
o
r
t
h
 A
m
e
r
i
c
a
n
 C
o
.
 
は
、
バ
ー
リ
、
ミ
ー
ン
ズ
両
教
授
に
よ
っ
て
―

1
0
0
の
巨
大
会
杜
の
―
つ
に
数
え
ら
れ
、

（
一
九
二
九
年
末
躙
在
）
。
こ
の
持
株
支
配
と
そ
こ
に
お
け
る
株
式
配
当
の
所
得
性
と
は
、

共
に
少
数
持
株
支
配

で
大
き
く
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二

0
年
代
の
米
国
で
は
、
最
高
裁
の
非
謀

じ
て
す
で
に
株
価
に
ど
れ
だ
け
か
が
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

株
式
配
当

(Stock
Dividends)
の
性
格

A
m
e
r
i
c
a
n
 
L
i
g
h
t
 
a
n
d
 
T
r
a
c
t
i
o
n
 C
o
 

第
二
十
五
巻

第
三
号

九
六

躙
金
配
当
を
保
持
し
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の
持
株
支
配
下
に
あ
る
こ
と
は
抵
異
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

部
を
実
蜆
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
莫
大
な
独
占
利
潤
を
基
礎
に
高
率
配
当
と
自
己
蓄
積
を
続
け
て
来
た
が
、

二
年
四

0
0％
に
も
の
ぼ
る
ス
ト
ッ
ク
・
デ
ィ
ビ
デ
ン
ド
を
宜
言
し
て
い
る
。

前
社
が
当
時
創
業
者
F
.
A
・
ゼ
イ
バ
ー
リ
ン
グ
に
率
い
ら
れ
る
出
資
1
1
支
配
1
1
経
営
形
態
を
と
る
会
社
で
あ
り
、
後
社
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

American Gas and Electric Co. の配当政策
株式配当(StockDividends)の性格

年 1現金配叫株式配当」 年 現金配当1株式配当

％ 
2 ％ 1927 

％ ％ 
1914 8 10 44 

1915 8 4 1928 10 4 

1916 10 4 1929 10 54 

1917 10 4 1930 10 4 

1918 10 4 1931 I 10 24 

1919 10 29砂 1932 10 4 

1920 10 4 1933 10 4 

1921 10 4 1934 10 4 

1922 10 29 1935 15.5 

1923* 10 10 1936 14 

1924 10 20 1937 17.5 

1925 10 54 1938 14 

1926 10 4 I 1939 18.5 

*1923年2月20日、普通株の株券を 50ドルの額面株式

から無額面株に変更し、株数の増加することを決議し

た。交換比率は 1対5。これは株式配当とは考えられ
なかつた。表のこの年以後の数字は、額面の継続を仮

定している。
出所 A. S. Dewing, The Financial Policy of Cor-

porations, 1953, Vol. I, p. 790. 

第
二
十
五
巻

第
三
号

九
七

一
九

し
、
株
式
に
市
場
性
を
附
与
す
る
と
共
に
創
業
利
得
の

増
加
を
図
り
、
株
価
を
引
下
げ
て
之
を
証
券
市
場
に
売
却

し
て
蓄
積
し
て
き
た
利
益
を
資
本
金
に
組
入
れ
、
株
数
の

年
間
に
一
0
0
~
も
の
株
式
配
当
を
四
回
に
亘
つ
て
実
施

`~ 
4
 

し
て
い
る
。
之
は
察
す
る
に
、
同
社
が
人
的
会
社
か
ら
物
的

会
社
へ
の
推
転
に
当
つ
て
、
在
来
の
支
配
資
本
の
持
分
と

け
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
前
者
は
一
九
一

0
ー
一
四
年
の
五

C
o
.
 
と

S
t
a
n
d
a
r
d
O
i
l
 C
o
.
 o
f
 N
e
w
 J
e
r
s
e
y
に
お

用
さ
れ
る
の
は
、

の
で
あ
る
。

G
o
o
d
y
e
a
r
 
T
i
r
e
 
a
n
d
 
R
u
b
b
e
r
 

臨
時
的
大
巾
株
式
配
当
と
し
て
諭
者
に
よ
っ
て
よ
く
引

library
ノート注釈
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の
一
部
を
資
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
。

ド
ル
以
上
、
す
な
わ
ち
五
九
飴
以
上
は
株
式
配
当
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ。f
 
ド
ル
の
市
場
価
値
を
も
つ
て
い
た
。

一
九
二
九
年
の
市
場
の
最
盛
期
に
は
、

そ
れ
ら
は
四
一
四
、
九
九
一
、
七

0
0
ド
ル
の
価
値
を
も
つ
て
い

こ
れ
ら
の
株
は
一
九
―
一
年
に
は
八
九
、
九
九
八
、
二

0
0

S
t
a
n
d
a
r
d
 
O
i
l
 C
o
.
 
o
f
 N
e
w
 J
e
r
s
e
y
 

ヽ
~7
 

う
述
べ
て
い
る
。

に
お
け
る
株
式
配
当
に
つ
い
て
、
ア
ン
ナ
・
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
「
ア
メ
リ
カ
の
支
配
者
」
は
こ

そ
れ
が
（
株
式
配
当
お
よ
び
株
式
分
割
ー
引
用
者
）
な
に
を
意
味
す
る
か
は

第
二
十
五
巻

第
一
二
号

「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
右
油
会
社
」
の
二
四

九
、
九
五
五
株
の
歴
史
を
み
れ
ば
わ
か
る
。
こ
の
ひ
と
か
た
ま
り
の
株
は
、
…
…
…
…
一
九
―

1
0年
の
株
式
の
分
割
と
一
九
二
二
年
の
株
式
配

当
に
よ
っ
て
四
、
九
九
九
、
九

0
0株
（
当
初
の
二

0
倍
ー
ー
引
用
者
）
に
ふ
え
た
。

ま
た
、

ス
タ
ン
グ
ー
ド
石
油
系
の
指
導
的
な
二
五
社
せ
ん
ぶ
の
資
本
金
は
一
九
―
一
年
―
―
一
月
三
一
日
の
二
四
四
‘
-
＝
一
七
、

0
0
0
ド
ル
か

ら
一
九
三
一
年
―
二
月
三
一
日
に
は
二
、
六
六
六
、
九
三

0
、
0
0
0
ド
ル
に
増
加
し
た
が
、
こ
の
増
加
の
う
ち
、

一
、
四
三
九
、
一
四
七
、

0
0
0

こ
の
株
式
配
当
は
、
分
配
さ
れ
な
か
っ
た
剌
潤
の
ぼ
ぅ
大
な
蓄
積

と
こ
ろ
で
、
株
式
会
社
制
度
の
成
熟
期
に
至
る
と
、
会
杜
の
コ
ン
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
支
配
権
が
強
化
確
立
さ
れ
て
く
る
一
方
、

増
殖
を
求
め
る
貨
幣
資
本
の
投
資
競
争
の
結
果
は
、
彼
等
の
期
待
と
は
反
対
に
、
会
社
支
配
資
本
に
よ
る
創
業
利
得
お
よ
び
投
機
利
得
の
創
出

．
獲
得
機
構
の
成
立
と
そ
の
利
用
へ
と
導
く
。
か
か
る
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
株
式
配
当
も
ま
た
「
支
配
者
団

(
t
h
o
s
e
i
n
 
c
o
n
t
r
o
l
)

に
よ
る

株
式
市
場
操
作
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
に
至
る
L

。
デ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
市
場
価
格
に
お
け
る
投
機
的
か
つ
不
正
な
昂
騰
を
効

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k
D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

九
八
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株
式
配
当

(Stock
Dividends)
の
性
格

険
が
あ
る
L

。
そ
し
て
、

こ
の
配
当
を
自
社
株
式
に
よ
っ
て
支
払
い
、

第
三
号

九
九

そ
れ
が
無
額
面
株
式
制
度
と
結
合
さ
れ
て
規
則
的
継
続
的
に
行
わ
れ
る

果
的
な
ら
し
め
る
慾
望
が
、

ス
ト
ヅ
ク
・
デ
ィ
ビ
デ
ン
ド
を
宜
言
す
る
支
配
的
重
役
達
の
一
つ
の
か
く
れ
た
、

不
当
な
資
産
の
水
増
を
行
い
、
そ
の
評
価
益
を
基
礎
に
一

0
0形
の
株
式
配
当
を
決
議
し
た

N
a
t
i
o
n
a
l
C
o
r
d
a
g
e
 C
o
.
 
(
一
八
九
三
年
）
、

四
回
に
亘
る
継
続
的
な
一
〇
彩
株
式
配
当
に
よ
っ
て
二

0
八
ド
ル
に
も
騰
貴
し
た
株
価
を
利
用
し
、
株
主
の
予
想
を
裏
切
つ
て
一
五

0
ド
ル
で

新
株
を
発
行
し
た

U
n
i
t
e
d
F
r
u
i
t
 C
o
.
 (
一
九

0
八
ー
一
九
―
二
）
、
或
は
全
く
詐
欺
的
な
株
価
操
作
で
有
名
な

W
a
r
n
e
r
B
r
o
s
.
 P
i
c
t
u
r
e
,
 

（
一
九
二
九
年
）
な
ど
操
作
・
粉
飾
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

Inc. 
バ
ー
リ
お
よ
び
ミ
ー
ン
ズ
教
授
ほ
、
そ
の
著
「
近
代
株
式
会
社
と
私
有
財
産
」
に
お
い
て
、
特
に
無
額
面
株
式
制
度
と
結
合
し
た
株
式
配
当

の
欺
睛
性
に
つ
い
て
次
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
諸
州
、
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、

N
e
w
Y
o
r
k
 P
e
n
a
l
 L
a
w
,
 (
1
9
0
9
)
§
6
6
4

に
よ
っ
て
、
配
当
支
払
は

「
企
業
の
経
営
活
動
か
ら
生
じ
た
純
利
益
剰
余
金
」
か
ら
の
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

L
a
w
s
o
f
 1
9
2
4
,
 
C
h
a
r
t
e
r
 

2
2
1

に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
、
払
込
剰
余
金
か
ら
の
支
払
も
認
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
「
こ
の
よ
う
な
剰
余
金
を
少
し
づ
つ
配
当
と
し
て
宜

言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
に
は
そ
の
資
格
を
与
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
の
仮
空
的
な
市
場
価
格
が
そ
の
株
式
に
附
与
せ
ら
れ
る
と
い
う
危

に
至
っ
て
、
株
式
配
当
の
詐
欺
的
方
法
は
最
高
度
に
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
取
締
役
会
は
、
株
式
配
当
と
し
て
発
行
さ
れ
る
無
額
面
株
に

お
い
て
、
ど
の
藤
度
の
剰
余
金
を
資
本
金
勘
定
に
振
替
え
ら
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
完
全
な
権
限
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
現
実
に
は
、
払
込
剰

第
二
十
五
巻

と
い
う
の
で
あ
る
。

ヽ`
'ヽ，
 

し
か
も
重
要
な
動
機
で
あ
る
」
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八
年

‘
1
1
0年
に
最
高
裁
判
所
は
非
課
税
所
得
で
あ
る
と
い
う
判
決
を
下
し
て
い
る
。
惟
う
に
、

な
お
、
米
国
の
連
邦
所
得
税
法
は
、

第
二
十
五
巻

余
金
の
ほ
ん
の
僅
か
の
額
の
振
替
え
で
も
つ
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
株
主
は
株
券
の
数
を
た
え
ず
増
加
さ
せ
て
は
き
た

が
、
彼
の
会
社
資
産
に
対
す
る
比
例
的
持
分
は
現
実
に
は
少
し
の
変
化
さ
え
も
み
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
払
込
剰

余
金
を
源
泉
と
す
る
定
期
的
株
式
配
当
政
策
を
と
る
会
社
の
株
券
を
購
入
す
る
場
合
に
は
、

重
大
な
危
険
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
株
式
配
当
は
、
株
券
の
上
で
は
明
ら
か
に
―
つ
の
収
益

(a
r
e
t
u
r
u
)
を
構
成
す
る
が
、
同
時
に
全
然
収
益
を
含
ま
な
い
も
の
と
も

考
え
ら
れ
、
或
は
躙
実
の
利
潤
が
稼
得
さ
れ
か
つ
資
本
金
勘
定
に
追
加
さ
れ
た
租
度
で
の
み
所
得
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
も
去
え
る
の
で
あ

一
九
三

0
年
四
月
、
定
期
的
株
式
配
当
は
、
剰
余
金
勘
定
か
ら
資
本
金
勘
定
へ
の
躙
実
的
か
つ
適
正
な

振
替
え
を
示
し
て
い
る
時
の
み
宣
言
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
詐
欺
的
株
式
配
当
の
実
施
を
規
制
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち

払
込
剰
余
金
を
源
泉
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
制
限
し
た
の
で
あ
る
。
法
律
は
こ
の
制
限
に
対
す
る
阻
止
を
課
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
、
と
。

零
細
な
貯
蓄
貨
幣
が
企
業
に
お
け
る
混
実
の
投
資
要
求
を
越
え
て
株
式
市
場
に
陸
続
と
流
入
し
、

年
代
で
は
、
株
式
配
当
政
策
が
会
杜
支
配
者
団
の
恣
意
専
攘
の
も
と
に
、
投
機
利
得
獲
得
の
た
め
の
市
場
操
作
の
一
要
具
と
し
て
濫
用
さ
れ
た

の
は
必
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
か
か
る
株
式
配
当
そ
れ
自
体
は
、
時
に
は
確
か
に
利
得
性
の
高
い
も
の
も
あ
っ
た
と
し
て
も
、

株
主
の
多
く
は
そ
の
利
得
の
分
け
前
に
あ
ず
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
全
く
詐
欺
的
な
株
式
配
当
に
あ
っ
て
は
、
利
得
ど
こ
ろ
か
不
当
な

損
失
さ
え
背
負
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

る。

一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
は
、

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
推
察
し
て
、
当
時

一
九

一
般
投
資

第
三
号

空
前
の
株
式
プ
ー
ム
を
招
い
た
一
九
二

0

一
九
一
六
年
お
よ
び
一
八
年
法
に
お
い
て
は
株
式
配
当
へ
の
課
税
を
明
定
す
る
の
で
あ
る
が
、

1
0
0
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識
の
上
で
、

お
の
ず
か
ら
株
式
会
社
に
流
れ
込
む
段
階
、
こ
の
時
期
に
は
株
式
分
散
は
愈
々
高
度
化
し
、
支
配
資
本
も
そ
の
持
株
比
率
を
著
し

く
低
下
せ
し
め
、
株
主
と
し
て
の
利
益
享
受
率
を
大
き
く
減
少
さ
せ
て
く
る
。

め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
株
主
の
比
例
的
参
加
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、

年
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
を
最
初
と
し
て
法
的
に
も
排
除
さ
れ
て
き
て
い
る
。

な
っ
て
く
る
。

か
か
る
株
式
会
社
構
造
の
変
革
は
、
形
態
的
に
は
「
経
営
者
支
配
」
の
様
相
を
呈
し
、
そ
れ
は
ま
た
巨
大
化
し
た
株
式
会
社
の
国
民
経
済
に

お
け
る
重
要
性
1
1
公
共
性
重
視
と
相
ま
つ
て
、

保
統
的
な
資
本
主
理
論
に
代
る
も
の
と
し
て
、
新
た
に
企
業
実
体
理
諭
の
登
場
と
な
っ
て
発
現
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
株
式
資
本
の
擬

制
資
本
化
は
完
成
し
、
株
式
資
本
に
関
す
る
す
べ
て
の
取
引
は
擬
制
資
本
の
運
動
法
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
に
至
る
。
か
か
る
段
階
で
は
、

今
日
な
お
盛
ん
に
争
わ
れ
て
い
る
株
式
配
当
の
実
現
、
未
実
現
お
よ
び
、
比
例
的
持
分
の
維
持
は
問
題
に
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
番
場
教

授
が
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
に
依
拠
さ
れ
が
ら
も
、
こ
の
比
例
的
持
分
に
ひ
ど
く
固
執
さ
れ
る
の
は
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ス
利
子
）
の
分
配
を
め
ぐ
つ
て
対
立
す
る
。
し
か
し
今
や
前
者
の
優
位
性
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。

に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

第
二
十
五
巻

固
有
権
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
新
株
引
受
権
も
、

い
わ
ゆ
る
企
業
自
体
と
い
う
思
想
を
形
成
し
て
行
く
。

そ
れ
ぞ
れ
他
の
資
本
を
自
己
の
存
立
の
前
提
と
し
て
い
な
が
ら
、

そ
の
利
益
を
親
実
に
如
何
稲
株
主
に
分
配
す
る
か
、

が
配
当
ー
株
価
の
問
題
に
大
き
く
か
ら
ま
つ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

配
当
率
は
、
資
本
の
収
益
力
、

第
三
号

一九―

1
0

企
業
家
利
得
（
利
潤
マ
イ
ナ

こ
こ
に
「
分
配
の
問
題
」

よ
り
厳
密
に
は
配
当
可
詣
利
益
（
率
）

そ
の
分
配
率
に
左
右
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な

会
杜
支
配
資
本
と
一
般
株
主
資
本
と
は
、

J

の
思
想
は
、
会
計
理
論
の
上
で
は
、

こ
う
し
て
会
社
支
配
資
本
と
一
般
株
主
資
本
と
の
背
離
は
明
確
と

一
般
株
主
の
無
機
能
化
は
制
度
的
側
面
か
ら
も
強
力
に
押
し
進

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

1
0
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

簿
価
格
」
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

る
。
そ
し
て
、
こ
の
分
配
率
を
含
め
て
、
留
保
利
益
に
対
す
る
株
主
の
持
分
権
1
1
支
配
権
浸
透
の
程
度
を
、
す
な
わ
ち
留
保
利
益
の
も
つ
収
益

力
を
株
価
に
何
時
ど
の
径
度
に
反
映
せ
し
め
て
よ
い
か
否
か
を
決
め
る
も
の
が
、
こ
の
支
配
資
本
と
一
般
株
主
資
本
と
の
矛
盾
激
化
の
程
度
な

の
で
あ
る
。

資
本
主
理
論
に
依
拠
す
る
論
者
に
あ
っ
て
は
、
株
式
会
社
が
如
何
な
る
発
展
段
階
に
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
分
配
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。

会
社
純
資
産
を
す
べ
て
、
株
主
持
分
に
帰
属
せ
し
め
る
。
之
に
対
跛
的
な
の
が
＝
ン
テ
ィ
テ
ィ
諭
者
で
あ
る
。
利
益
剰
余
金
は
、
現
実
に
資
本

と
こ
ろ
で
株
式
配
当
に
よ
っ
て
株
主
に
分
配
さ
れ
た
株
券
は
、
会
社
財
産
の
一
部
で
は
な
く
て
配
当
請
求
権
と
い
う
商
品
で
あ
る
。
こ
の
商

し
た
が
つ
て
、
株
価
こ
そ
が
株
式
配
当
の
真
の
所
得
性
の
テ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
株
価

一
方
で
は
予
想
配
当
率
に
、
他
方
で
は
企
業
資
本
の
連
動
と
は
独
立
し
て
い
る
一
般
市
場
利
子
率
に
よ
っ
て
基
本
的
に
は
規
制
さ
れ
る
こ

と
は
、
何
人
も
疑
い
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
会
社
の
純
資
産
を
株
数
で
除
し
た
全
く
鍋
念
的
算
術
の
結
果
た
る
株
式
の
「
実
質
価
値
」
や
「
帳

株
式
配
当
の
所
得
性
は
総
括
的
に
は
、
他
の
条
件
に
変
り
な
け
れ
ば
、
株
式
配
当
前
の
株
価
総
額
（
権
利
付
以
前
の
株
価
）
マ
イ
ナ
ス
株
式

配
当
後
の
株
価
総
額
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
こ
の
差
額
が
所
得
（
或
は
損
失
）
と
な
り
、
そ
れ
が
現
金
配
当
と
の
比
較
に
お
け
る
大
小
に
よ
っ
て

現
金
配
当
よ
り
有
利
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
留
保
利
益
を
源
泉
と
す
る
と
き
は
、
留
保
利
益
の
株
価
へ
の
反
映
が
問
頸
で
あ

り
、
よ
り
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。

ま‘，＂`
 品
の
価
格
が
株
価
で
あ
る
。

金
に
振
替
え
ら
れ
た
分
に
つ
い
て
の
み
株
主
持
分
と
し
て
評
価
す
る
。
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五
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(
2
)
 

註

(
1
)

第
二
十
五
巻

第
三
号

い
ま
株
式
配
当
の
所
得
性
に
つ
い
て
詳
細
に
論
ず
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
と
も
か
く
、
株
式
配
当
の
所
得
性
は
、

（
率
）
ー
配
当
（
率
）
ー
株
式
評
価
（
性
）
の
吟
味
な
し
に
は
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

収
益
（
率
）
I
分

配

株
式
配
当
の
株
式
市
価
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

S
.

L
i
v
e
r
m
o
r
e
 (
1
9
3
0
)

お
よ
び
J
.

C
.
 
B
o
t
h
w
e
l
l
 (
1
9
5
0
)

の
実
証
的
調
査
が
あ
り
、
細
井

卓
「
配
当
政
策
」
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
如
何
程
に
擬
制
資
本
の
連
勁
法
則
の
誇
識
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ

り
、
単
な
る
実
態
分
類
で
、
株
式
配
当
の
所
得
性
に
つ
い
て
充
分
に
法
則
的
結
論
を
得
て
い
な
い
。
な
お
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
残
念
な
こ
と
は
、
調
査

対
象
会
社
の
支
配
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
一
九
二
九
年
秋
の
株
式
恐
慌
を
転
期
に
未
曽
有
の
不
況
に
叩
き
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
株
式
配
当
も
「
好
況
の

反
映
」
か
ら
「
不
況
の
反
映
」
へ
と
一
八

0
度
の
転
換
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
「
プ
ー
ム
期
の
テ
ー
ラ
ー
・
メ
イ
ド
の
資
本
化
が
、
恐
慌
の
焦
慈

悲
な
璃
実
に
満
足
的
に
対
処
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
。
―

1
0年
代
の
始
め
の
頃
は
、
い
わ
ゆ
る
「
メ
ロ
ン
割
り
」
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
が
、

――
1
0年
代
の
始
め
に
は
、
規
則
的
株
式
配
当
が
僅
か
に
余
喘
を
保
つ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
恐
慌
の
深
化
は
株
式
配
当
さ
え

も
許
さ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
―
―

1
0年
代
の
利
益
の
減
少
、
事
業
の
後
退
が
、
持
株
支
配
会
社
に
お
け
る
積
柩
的
な
利
得
性
の
強
い
株

式
配
当
の
宜
言
を
困
難
に
し
、
代
つ
て
、
「
経
営
者
支
配
」
会
社
に
お
け
る
不
況
対
策
と
し
て
の
株
式
配
当
の
登
場
を
促
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

不
況
の
際
は
、
資
本
循
環
が
渋
滞
し
、

そ
の
結
果
所
要
運
転
資
金
の
増
大
を
招
来
す
る
。
利
潤
率
は
低
下
し
収
益
は
売
掛
金
、
受
取
手
形
な

ど
に
滞
留
し
て
、
発
生
主
義
会
計
と
躙
金
主
義
会
計
の
喰
違
い
は
、
「
勘
定
合
っ
て
鍼
足
ら
ず
」
と
い
う
収
支
勘
定
に
お
け
る
期
間
的
な
麒
甑

番
場
嘉
一
郎
、
産
業
経
済
、
第
一
八
巻
第
三
号
他
。
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

配
当
1
1
増
資
と
い
う
手
続
き
は
、

そ
れ
が
株
主
に
と
つ
て
真
に
利
得
で
あ
る
限
り
、

切
抜
策
と
し
て
ま
さ
に
「
経
営
的
苦
脳
の
反
映
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

程
度
こ
た
え
ざ
る
を
え
な
い
。

第
三
号

経
済
的
強
制
で
も
つ
て
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き

を
露
呈
し
て
く
る
3

か
か
る
事
態
に
お
い
て
、
銀
行
資
本
と
癒
着
す
る
会
社
に
あ
っ
て
は
金
融
逼
迫
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
決
算
資
金
の
借
入
れ

も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
企
業
で
は
減
配
或
は
無
配
へ
の
転
落
さ
え
も
余
儀
な
く
さ
れ
て
く
る
。

は
一
般
投
資
株
主
の
離
散
を
招
き
、
爾
後
の
資
本
集
中
を
困
難
な
ら
し
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
配
当
準
価
蹟
立
金
そ
の
他
の
留
保
利
益
は

別
に
現
金
と
し
て
積
立
て
て
あ
る
わ
け
で
は
な
く
資
本
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
況
の
と
き
こ
そ
こ
れ
を
取
崩
し
て
配
当
せ
よ
と

い
う
一
般
株
主
の
要
請
も
無
視
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
金
融
資
本
の
中
枢
系
列
に
位
懺
し
な
い
と
こ
ろ
の
、

る
会
社
の
経
営
担
当
者
は
、
決
し
て
株
主
資
本
の
要
求
か
ら
超
越
で
含
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
等
は
そ
の
保
身
の
た
め
に
も
株
主
の
要
求
に
或

こ
こ
に
連
転
資
金
、
決
算
資
金
の
不
足
を
糊
塗
し
、

一
般
株
主
の
不
満
を
慰
撫
す
る
た
め
に
、
計
算
上
の
利
益

を
基
礎
に
、
或
は
積
立
金
を
形
式
上
取
崩
し
て
、
株
式
配
当
政
策
が
採
ら
れ
て
く
る
。
株
式
配
当
は
親
実
に
資
金
の
流
出
を
伴
わ
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
時
に
は
、
配
当
の
第
一
要
件
た
る
「
配
当
可
能
の
利
益
が
あ
る
こ
と
」
さ
え
も
退
け
ら
れ
、
業
績
誇
示
な
い
し
業
績
不
振
陰
蔽
の
た
め

に
、
あ
え
て
損
益
計
算
の
意
識
的
歪
曲
が
行
わ
れ
て
架
空
利
益
さ
え
も
計
上
し
、
株
式
配
当
が
宣
言
さ
れ
て
く
る
。

る
。
ま
た
「
こ
の
株
式
配
当
の
シ
ス
テ
ム
が
余
り
に
専
檀
的
で
あ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
株
主
は
通
常
、
株
券
の
代
り
に
現
金
を
受
取
る
選

択
権
が
与
え
ら
れ
た
」
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
合
、
株
主
の
現
金
配
当
請
求
権
は
之
を
絶
対
阻
止
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
利
得
性
も
希
薄
化
し
て
現
金
配
当
よ
り
も
不
利
で
あ
り
、
時
に
は
そ
の
所
得
性
が
全
く
仮
装
の
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
く
な
る
と
、
株
式

第
二
十
五
巻

1
0五

い
わ
ゆ
る
経
営
者
支
配
形
態
を
と

か
か
る
株
式
配
当
は
不
況

し
か
し
な
が
ら
、
減
配
、
無
配
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し
な
が
ら
、
株
式
配
当
は
、

擬
制
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
暴
露
し
て
く
る
。

不
況
下
に
あ
っ
て
も
な
お
企
業
資
本
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
支
配
資
本
と
、

第
二
十
五
巻

第
三
号

配
当
は
株
主
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
は
な
く
て
、
新
株
引
受
権
排
除
の
傾
向
と
は
逆
行
し
て
、
愈
々
制
度
的
に
強
制
可
態
な
も
の
へ
と
変
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
普
通
増
資
の
場
合
に
は
株
主
は
払
込
を
拒
否
す
る
自
由
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
株
式
配
当
の
場
合
に
は
株
主
総
会
の

決
議
の
名
の
も
と
に
、
旧
株
価
格
が
す
で
に
額
面
を
は
る
か
に
落
ち
込
ん
で
い
る
場
合
で
さ
え
も
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
株
式
時
価

が
額
面
割
れ
の
場
合
に
は
、
割
引
発
行
に
な
る
と
こ
ろ
を
額
面
金
額
を
払
込
ま
せ
る
わ
け
で
、
新
株
引
受
権
の
逆
を
行
く
と
こ
ろ
の
、

躙
在
株

企
業
資
本
の
維
持
そ
の
も
の
よ
り
は
配
当
だ
け
は
得
た
い
と
い

う
一
般
無
機
能
株
主
の
要
求
と
の
対
立
の
、
支
配
資
本
の
主
体
性
の
も
と
に
お
け
る
妥
協
が
か
か
る
株
式
配
当
と
な
っ
て
躙
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
こ
の
株
式
配
当
は
配
当
資
金
の
流
出
防
止
と
い
う
よ
り
は
、
資
本
の
分
裂
縮
少
化
を
阻
止
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
資
本
の

強
制
維
持
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
も
は
や
、
株
式
配
当
を
し
て
、
現
金
配
当
の
即
時
的
増
資
払
込
と
す
る
こ
と
は
、
全
く
の

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
段
階
の
会
杜
に
あ
っ
て
は
、
企
業
央
体
理
論
が
よ
り
適
合
性
を
も
っ
た
会
計
主
体
観
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か

＝
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
持
分
で
あ
る
利
益
剰
余
金
を
、
株
主
持
分
た
る
資
本
金
に
移
転
せ
し
め
る
と
い
う
故
を
も
っ

て
、
株
主
に
と
つ
て
所
得
で
あ
る
と
い
う
そ
の
諭
理
は
、
こ
こ
で
何
の
抵
抗
も
な
く
貫
徹
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
不
況
期
の
株

式
配
当
に
よ
っ
て
、
「
株
主
は
果
し
て
何
ら
か
の
追
加
的
な
価
値
を
現
実
に
受
取
る
で
あ
ろ
う
か
、

取
る
で
あ
ろ
う
か
」
。
訛
述
の
如
く
、
株
式
配
当
に
見
合
う
資
本
は
、
環
実
に
は
増
殖
機
能
を
著
し
く
減
退
な
い
し
停
滞
せ
し
め
て
お
り
、
之

主
に
不
利
な
櫂
利
(
?
)
の
強
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

ま
た
現
金
配
当
よ
り
も
大
き
な
報
酬
を
受

1
0六
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

人
気
の
醸
成
が
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
質
的
内
容
の
空
疎
化
1
1
所
得
性
の
希
薄
化
或
は
喪
失
し
た
株
式
配
当
を
も
、

1
0
七

こ
の
こ
と
を
持
分
理
論
に
則
し
て
い
え

に
よ
る
収
益
は
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
分
配
率
1
1
配
当
性
向
丘
轡
の
引
上
げ
に
よ
る
配
当
率
の
維
持
に
努
め
る
で
は
あ
ろ
う
が
。

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
寄
態
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
唯
制
度
的
外
観
の
み
が
こ
の
株
式
配
当
に
配
当
と
い
う
名
称
を
許
し
て
い
る
に

か
よ
う
な
配
当
と
い
う
名
称
・
形
態
や
或
は
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
綸
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
た
株
主
の
信
用
を
外
皮
と
し
て
、
企
業
資
本
の

ま
た
、
減
配
に
際
し
て
、
単
純
な
減
配
は
株
主
の
不
涸
を
招
く
の
で
、
そ
の
慰
撫
策
と
し
て
株
式
配
当
が
宜
言
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
株
価
が
額
面
以
上
の
場
合
、
配
当
さ
れ
た
株
式
を
時
価
に
換
算
し
て
配
当
率
計
算
を
す
れ
ば
、
減
配
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
奏
質
的
に
は

高
い
配
当
率
と
な
り
株
主
は
大
き
な
利
益
を
受
け
取
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
配
当
株
式
の
時
価
と
資
本
組
入
れ
額
と
の
差
額
を

も
つ
て
、
直
ち
に
株
式
配
当
に
よ
る
超
過
所
得
（
損
失
）
と
速
断
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

当
に
よ
る
所
得
部
分
で
は
な
い
。
収
益
力
の
低
下
し
た
不
況
時
の
株
式
配
当
が
果
し
て
減
配
の
代
償
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
。
株
式
配
当
忌
避

し
か
し
て
一
般
株
主
の
不
満
鎮
撫
策
は
、
現
金
配
当
に
代
る
も
の
と
し
て
の
株
式
配
当
、
そ
の
ま
た
代
替
策
と
し
て
の
、
資
本
剰
余
金
の
資

本
組
入
れ
ー
株
券
の
発
行
、
す
な
わ
ち
「
小
刻
み
無
償
交
付
」
へ
と
移
行
し
、
愈
々
そ
の
名
目
化
は
完
成
に
近
づ
く
。
か
か
る
無
償
交
付
で
満

足
す
る
一
般
株
主
は
、
彼
等
が
単
な
る
株
券
の
所
有
者
た
る
こ
と
を
自
ら
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

維
持
に
株
式
配
当
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。

す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

旧
株
か
ら
平
準
化
さ
れ
て
来
た
部
分
は
株
式
配

第
二
十
五
巻

第一―一号

＝
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
が
授
用
さ
れ
れ
ば
常
に
所
得
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"
O
m
a
n
"
 (
レ
イ
モ
ン
）
で
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

ば
、
利
益
剰
余
金
の
み
な
ら
ず
、
資
本
剰
余
金
ま
で
が
株
主
持
分
か
ら
ま
す
ま
す
失
わ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
行
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

か
く
て
、
こ
の
段
楷
の
株
式
配
当
は
、
先
に
み
ら
れ
た
積
極
的
資
本
蓄
積
方
策
か
ら
泊
梃
的
な
強
制
蓄
積
の
た
め
の
、
ま
た
株
主
の
不
満
を

抑
さ
え
る
た
め
の
巧
妙
な
手
段
と
化
し
、
株
主
に
と
つ
て
は
所
得
性
の
稼
め
て
薄
い
も
の
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
か
つ
て
ふ
nelon'`
と
称

せ
ら
れ
る
程
株
主
に
と
つ
て
魅
惑
的
な
も
の
で
あ
っ
た
株
式
配
当
も
、
せ
い
ぜ
い

"lemon"
程
度
と
な
り
、
今
や
時
に
は
実
質
的
に
全
く
の

こ
の
よ
う
な
不
況
期
に
お
け
る
株
式
配
当
は
、
景
気
の
回
復
ま
で
、
或
は
縮
少
再
生
産
で
資
金
の
均
衡
が
と
れ
る
ま
で
継
続
せ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
と
も
と
暫
定
的
な
や
む
を
え
ざ
る
弥
縫
策
と
し
て
、
便
宜
的
に
と
ら
れ
た
政
策
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
好
況
と
も
な

一
般
株
主
に
も
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
分
与
す
る
結
果
と
な
る
株
式
配
当
は
之
を
直
ち
に
打
ち
切
り
、
こ
ん
ど

は
株
主
の
新
株
引
受
権
を
排
除
し
て
公
募
を
含
む
増
資
を
行
い
、
プ
レ
ミ
ア
ム
稼
ぎ
に
転
ず
る
。
こ
の
公
募
の
い
い
わ
け
と
し
て
、
株
式
配
当

や
「
小
剣
み
無
償
交
付
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
資
本
金
の
端
数
が
利
用
せ
ら
れ
、
必
要
以
上
の
公
募
額
が
つ
け
ら
れ
て
く
る
躙
実
で
あ
る
。

ま
た
、
好
況
期
に
株
式
配
当
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
ス
ト
ッ
ク
・
デ
ィ
ビ
デ
ン
ド
の
割
合
に
応
じ
て
そ
の
後
の
躙
金
配
当
率
は
引
下
げ

る
べ
き
で
あ
る
、
で
な
け
れ
ば
企
業
外
に
流
出
す
る
配
当
総
額
の
増
加
を
来
し
配
当
負
担
が
増
大
し
、
資
本
蓄
積
を
阻
害
す
る
と
い
う
強
い
主

張
も
生
れ
で
て
く
る
。
か
く
な
れ
ば
、
法
律
的
に
は
株
主
に
配
当
可
能
な
利
益
剰
余
金
を
、
配
当
に
充
用
で
き
な
い
法
定
資
本
金
に
組
入
れ
て

永
久
資
本
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
株
式
配
当
に
よ
っ
て
剰
余
金
を
会
杜
に
無
償
献
呈
す
る
も
の
だ
と
い
う
非
難
も
一
応
う
な
づ
け
る
わ

け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
配
当
率
の
引
下
げ
と
い
つ
て
も
そ
こ
に
は
限
度
が
あ
り
は
す
る
。
か
か
る
非
難
は
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
一
般
的
支
持

り
収
益
力
が
回
復
し
て
く
る
と
、

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

1
0
八
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註

(
1
)

(

2

)

 

(
3
)
 

(

4

)

 株
式
配
当

(
S
t
o
c
k
D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

五

を
得
て
い
る
が
、
要
は
株
式
配
当
後
の
現
金
配
当
率
如
何
に
か
か
る
の
で
あ
る
。

1
0九

な
お
、
社
会
的
見
地
か
ら
み
て
、
「
資
本
は
公
衆
の
利
益
に
役
立
つ
様
な
産
業
に
、
叉
同
一
産
業
の
中
で
は
経
営
者
が
資
本
を
有
効
に
利
用

し
う
る
企
業
に
流
入
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
平
均
利
潤
率
以
下
の
収
益
力
し
か
持
ち
え
な
い
個
別
資
本
に
お
け
る

株
式
配
当
は
、
こ
の
資
本
配
分
の
社
会
的
合
理
性
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
け
だ
し
、
株
主
資
本
の
配
当
金
に
対
す
る
細
別
的
自
主
性
を

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
前
か
ら
配
当
金
を
直
ち
に
増
資
払
込
み
に
充
当
す
る
配
当
1
1
増
資
の
形
態
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
、

新
た
に
一
国
の
制
度
と
し
て
商
法
が
株
式
配
当
を
導
入
・
制
定
し
た
趣
旨
は
、
戦
災
で
荒
廃
し
た
企
業
資
本
の
蓄
積
を
強
力
に
促
進
・
助
成
す

る
と
い
う
積
柩
的
な
意
図
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
株
式
配
当
が
全
く
の
不
況
対
策
と
し
て
大
き
く
利
用
さ
れ
た
こ
と

は
、
こ
の
二
、
三
年
前
の
不
況
を
契
機
に
そ
の
盛
行
を
み
た
事
実
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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共
著
、
中
島
省
吾
訳
、
会
社
会
計
基
準
序
説
、
五
頁
。

か
つ
て
個
別
企
業
資
本
内
に
お
い
て
相
対
立
し
結
合
し
た
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
は
、
自
己
資
本
の
側
に
お
け
る
一
般
株
主
資
本
の
無
機

無
視
し
て
資
本
の
可
動
性
を
拘
束
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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そ
の
支
配
資
本
は
独
占
的
銀
行
資
本
と
融
着
す
る
。

と
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
金
醜
独
占
的
株
式
会
杜
に
お
い
て

能
化
と
、
他
方
支
配
資
本
と
独
占
的
銀
行
資
本
と
の
融
着
に
よ
っ
て
、

好
・
不
況
に
か
か
わ
ら
ず
利
子
率
プ
ラ
ス
僅
か
の
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
程
度
の
現
金
配
当
が
可
能
で
あ
る

し
、
ま
た
柩
度
に
焦
機
能
化
し
た
彼
等
は
そ
れ
で
満
足
し
そ
れ
以
上
の
利
得
を
与
え
る
必
要
も
な
い
。
配
当
は
今
や
、
利
潤
分
配
と
い
う
本
来

的
伝
統
的
機
詑
か
ら
資
本
蒐
集
の
誘
因
と
し
て
考
え
れ
る
に
至
り
、
つ
ぎ
に
企
業
維
持
の
た
め
に
、
さ
ら
に
大
き
く
社
会
的
に
み
れ
ば
体
制
維

持
の
た
め
と
も
い
え
る
配
当
へ
と
質
的
変
化
を
遂
げ
、
配
当
性
向
も
漸
次
低
下
の
過
緑
を
辿
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

傾
向
を
辿
る
流
出
利
潤
と
益
々
増
大
す
る
独
占
利
欄
と
の
加
重
が
、
集
積
に
お
け
る
菫
的
。
時
間
的
限
昇
を
打
破
し
て
、
計
両
的
意
識
的
な
利

益
の
内
部
留
保
1
1
「
自
己
金
融
」
に
よ
っ
て
所
要
資
本
の
調
逹
を
可
能
な
ら
し
め
て
く
る
。

っ
た
株
式
に
よ
る
資
本
の
調
逹
も
特
殊
な
問
題
と
化
し
、
狼
占
企
業
は
資
本
市
場
か
ら
の
粗
対
的
独
自
性
を
強
め
て
く
る
の
で
あ
る
。
逮
転
資

金
の
不
足
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
非
独
占
・
中
小
企
業
に
し
わ
よ
せ
し
て
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
、
た
と
い
決
算
資
金
不
如
意
な
場
合

が
起
っ
た
と
し
て
も
之
を
系
統
金
機
関
よ
り
の
融
透
に
よ
っ
て
洞
た
す
こ
と
が
可
詫
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
社
会
的
信
用
の
基
礎
で
あ
っ
た

資
本
金
の
大
い
さ
も
、
今
日
で
は
売
上
高
、
利
益
額
或
は
総
資
産
の
額
に
と
つ
て
替
ら
れ
て
、
巨
大
会
社
に
附
与
さ
れ
る
社
会
的
歎
称
を
享
け

る
た
め
に
は
、
必
ず
し
も
資
本
金
を
増
大
さ
せ
る
必
要
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
積
桓
的
・
消
樹
的
資
本
蓄
積
の
一
手
段
と
し
て
の
、

た
信
用
力
強
化
の
た
め
の
株
式
配
当
は
、
こ
の
段
階
で
は
全
く
そ
の
意
義
を
喪
失
す
る
に
至
る
。

要
す
る
に
、

ま

一
般
株
主
資
本
と
会
社
支
配
資
本
と
は
、
も
は
や
同
一
平
面
に
立
つ
て
相
互
に
矛
盾
す
る
二
契
機
で
は
な
い
。
主
休
性
は
常
に

支
配
資
本
の
側
に
あ
る
。

J

の
段
階
で
は
、
株
式
会
社
の
不
変
の
謀
題
で
あ

に
は
、
高
い
独
占
利
潤
率
を
基
礎
に

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

第
二
十
五
巻

そ
の
区
別
を
全
く
形
式
的
、
便
宜
的
な
も
の
た
ら
し
め
た
。

第
三
号

こ
の
よ
う
な
相
対
的
減
少

―1
0
 

一
般
株
主
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

が
、
資
本
金
利
益
率
で
あ
り
、

金
利
益
率
を
表
見
的
に
引
下
げ
、
か
つ
一
株
当
り
の
配
当
金
（
率
）

す
べ
て
資
本
の
生
産
閂
係
1
1
価
値
増
殖
関
係
に
お
け
る
対
立
を

の
上
昇
を
防
ぐ
一
石
三
烏
的
偽
装
手
段
と
し
て
効
果
的
役
割
を
演
ず
る
。

ま
た
消
費
肴
、

さ
ら
に
労
働
者
階
級
と
の
問
題
で
あ

独
占
的
株
式
会
社
に
お
け
る
、
平
均
利
潤
の
う
え
に
超
過
利
潤
を
含
め
て
独
占
利
欄
の
獲
得
は
、
他
方
に
そ
の
犠
牲
を
蒙
る
非
独
占
企
業
、

消
費
者
層
を
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
被
圧
迫
陪
層
の
独
占
価
格
・
独
占
刹
欄
に
対
す
る
反
撥
が
杜
会
的
な
も
の
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
く
る
と
“

き
、
独
占
紫
止
法
そ
の
他
の
法
的
諸
規
制
が
加
え
ら
れ
、
或
は
高
率
鰐
税
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
独
占
企
業
は
、

か
か
る
非
独
占
と
の
矛
盾
軋
轄
の
激
化
1
1
杜
会
的
批
鷲
を
回
避
し
、
国
家
を
し
て
容
瞭
の
余
雌
な
か
ら
し
め
よ
う
と
す
る
見
地
か
ら
、
株
式
配

当
政
策
を
と
つ
て
く
る
。
株
式
配
当
は
、
独
占
利
潤
の
累
積
で
あ
る
巨
額
の
利
益
剰
余
金
を
減
少
せ
し
め
、
独
占
の
指
椋
と
も
み
ら
れ
る
資
本

資
本
主
義
経
済
機
構
に
お
け
る
最
も
基
本
的
矛
盾
は
、
資
本
と
労
働
の
矛
盾
1
1
資
木
の
所
有
と
非
所
有
と
の
対
立
閤
係
で
あ
る
。
け
だ
し
、

前
節
ま
で
途
べ
て
き
た
資
本
の
所
有
者
間
の
内
部
的
対
立
1
1
所
有
関
係
も
、

前
提
と
し
て
の
み
存
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
資
本
と
労
働
と
の
価
値
生
産
物
の
分
配
を
め
ぐ
る
対
立
関
係
は
、
剰
余
価
値

率
を
も
つ
て
示
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
剰
余
価
値
率
そ
の
も
の
は
、
そ
の
上
に
幾
霞
に
も
重
な
り
合
っ
て
い
る
資
本
の
所
有
関
係
の
た
め

に
変
形
を
受
け
て
親
象
面
に
そ
の
姿
を
み
せ
な
い
。
普
通
、
躙
実
に
直
接
に
労
資
の
対
立
意
識
に
の
ぼ
り
賃
金
斗
争
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の

一
株
当
り
の
配
当
金
な
い
し
配
当
率
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
労
・
資
の
階
級
的
矛
盾
の
深
化
し
た
段
階
で
は
、
労

働
者
側
か
ら
み
れ
ば
搾
取
の
堆
積
と
も
目
さ
れ
る
自
己
金
融
の
積
立
金
を
取
崩
し
、
之
を
株
主
が
拠
出
し
た
も
の
と
し
て
の
外
形
を
と
る
資
本

第
二
十
五
巻

第
三
号

る。 残
さ
れ
た
矛
盾
は
、

非
独
占
、

中
小
企
業
資
本
等
他
の
個
別
資
本
と
の
関
係
で
あ
り
、
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て
来
て
い
る
。
ま
た
株
式
配
当
の
所
得
性
を
否
定
す
る
理
諭
と
し
て
、

第
二
十
五
巻

金
な
い
し
資
本
剌
余
金
（
株
式
配
当
の
額
面
以
上
の
時
価
組
入
れ
の
場
合
の
額
面
超
過
額
）
に
振
り
替
え
る
株
式
配
当
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
労
働
者
階
級
の
要
求
の
緩
和
を
図
る
と
い
う
、
政
策
的
視
点
が
重
視
さ
れ
て
く
る
。

第
三
号

株
数

い
き
お
い
株
主
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
4

か
く
て
、
非
独
占
・
中
小
企
業
お
よ
び
消
費
者
階
層
と
の
対
立
、
労
働
者
階
級
と
の
斗
争
の
激
化
し
た
段
階
で
は
、
株
式
配
当
は
資
本
蓄
積

目
的
の
た
め
で
も
ま
た
利
得
獲
得
手
段
の
た
め
で
も
な
い
。
高
い
剰
余
価
値
率
、
利
潤
率
、
資
本
金
利
益
率
、
配
当
率
の
陰
蔽
策
と
し
て
、
そ

の
形
態
が
便
宜
的
に
利
用
さ
れ
、
貸
借
対
照
表
上
大
き
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
く
る
。
陰
蔽
策
と
し
て
み
る
限
り
、
利
益
の
分
配
と
い
う
形
態

を
と
る
株
般
配
当
の
名
称
は
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
先
行
す
る
諸
段
階
で
は
、
そ
の
実
質
的
所
得
性
は
希
薄
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
配
当
と
い
う
擬
制
の
も
と
に
資
本
蓄
積
を
行
い
、
株
主
の
不
満
を
押
え
て
来
た
株
式
配
当
も
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
所
得
性
は
宣
言
さ

れ
れ
ば
一
般
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
当
株
式
は
所
得
で
も
利
益
で
も
な
い
の
で
「
配
当
と
い
わ
な
い
方
が
よ
い
」
と
い
う
声
さ
え
生
れ
4

分
と
す
る
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
の
展
開
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

セ
イ
ド
マ
ン
的
な
留
保
利
益
の
み
な
ら
ず
払
込
資
本
も
会
社
自
体
の
持

自
己
金
融
を
続
け
る
狸
占
企
業
に
あ
っ
て
は
、
増
資
を
行
わ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
株
数
が
ふ
え
な
い
し
、

と
が
困
難
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
日
、
株
主
こ
そ
が
自
杜
製
品
の
最
も
よ
い
顧
客
で
あ
り
、
市
場
開
拓
の
尖
兵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
よ
り
杜
会
的
に
み
て
く
る
と
き
、
株
主
数
の
社
会
的
増
大
こ
そ
が
躙
在
の
資
本
主
義
体
制
を
支
え
る
―
つ
の
大
き
な
基
盤
で
あ
る
と
さ

え
一
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
独
占
の
淮
展
は
、
他
方
で
は
独
占
的
個
別
資
本
を
し
て
社
会
的
総
資
本
へ
の
配
慮
を
益
々
増
大
せ
し
め
て

く
る
。
で
な
け
れ
ば
自
己
増
殖
も
、
さ
ら
に
企
業
維
持
、
体
制
維
持
を
困
難
な
ら
し
め
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
株
式
配
当
は
．
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k
D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

性
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

を
ふ
や
し
株
価
を
別
下
げ
て
よ
り
一
層
の
市
場
性
を
附
与
し
、
株
主
数
の
増
加
を
図
り
、

式
分
割
と
と
も
に
利
用
さ
れ
て
く
る
。

し
か
し
て
、
陰
蔽
策
と
し
て
の
株
式
配
当
は
、
他
方
で
は
ま
た
会
社
支
配
資
本
に
と
つ
て
別
の
矛
盾
を
生
起
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
す
な

一
般
株
主
が
分
配
要
求
可
能
な
利
益
剰
余
金
を
資
本
金
に
組
入
れ
て
永
久
固
着
化
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
義
を
見
出

し
た
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
、

コ
ン
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
彼
等
の
掌
中
の
玉
と
し
て
操
作
自
由
な
剰
余
金
を
唯
一
つ
の
株
主
持
分
た
る

資
本
金
に
固
定
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
生
ず
る
矛
盾
の
具
体
的
様
相
の
一
っ
は
こ
う
で
あ
る
。
従
来
す
で
に
配
当
率
が

利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
租
度
に
引
下
げ
ら
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
独
占
企
業
に
あ
っ
て
は
、
株
式
配
当
後
と
い
え
ど
も
も
は
や
そ
の
配
＇

当
率
を
引
下
げ
る
余
地
を
残
し
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
株
式
配
当
は
、

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
の
株
式
配
当
の
両
刃
性
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
独
占
企
業
に
お
け
る
株
式
配
当
は
、
財
務
管
理
技
術
と
し

て
の
有
利
性
を
著
し
く
後
退
せ
し
め
て
く
る
。

も
と
よ
り
資
本
と
労
働
と
の
矛
盾
が
資
本
主
義
軽
済
機
構
に
お
け
る
最
も
晋
逼
的
矛
盾
で
あ
り
、

も
と
に
取
扱
わ
れ
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
ろ
も
ろ
の
対
抗
矛
盾
の
性
格
と
そ
の
激
化
の
具
体
的
態
様
の
比
較
の
上
で
、
株
[

式
配
当
な
り
或
は
他
の
財
務
管
理
諸
技
術
が
珠
実
に
は
選
ば
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
株
式
配
当
も
支
配
資
本
に
よ
っ
て
時
に
と
り

時
に
は
捨
て
ら
れ
る
集
巾
・
支
配
技
術
の
一
環
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
株
式
配
当
を
株
式
分
割
と
対
比
せ
し
め
て
そ
の
相
異
性
と
同
一
、

わ
ち
、
前
段
階
ま
で
は
、

第
二
十
五
巻

そ
れ
は
他
の
諸
矛
盾
と
同
じ
ウ
ェ
イ
ト
の

第
三
号

一
般
投
資
株
主
に
も
か
な
り
の
利
得
を
均
雷
せ
し
め
る
こ

”
株
主
意
識
“

の
大
衆
へ
の
浸
透
化
策
と
し
て
、
株
〗
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株
式
分
割
は
剰
余
金
を
減
少
せ
し
め
ず
、

J

れ
で
は
労
働
組
合
の
賃
上
げ
要
求
や
、
消

体
制
維
持
の
見
雌
か
ら
今
日
、
資
本
金
と
剰
余

五
休
当
り
の
帳

第
二
十
五
巻

第
三
号

株
式
配
当
と
株
式
分
割
の
法
律
上
の
、
或
は
会
計
処
理
手
続
上
の
異
同
に
つ
い
て
は
今
さ
ら
喋
々
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
株
式
配
当

が
本
来
的
に
は
蓄
積
的
性
格
を
も
ち
、
形
式
的
に
し
て
も
あ
く
ま
で
も
留
得
利
益
を
前
提
と
し
、
そ
の
上
に
分
配
の
問
題
が
重
な
り
合
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
株
式
分
割
は
全
く
分
配
だ
け
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
株
式
配
当
は
経
済
的
に
は
株
式
分
割
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
、

う
と
、
資
本
金
と
剰
余
金
と
の
間
に
お
け
る
持
分
上
の
相
異
が
な
い
と
い
う
見
解
を
と
れ
ば
、
株
式
配
当
、
株
式
分
割
と
も
、

簿
価
格
に
差
異
は
見
出
し
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
の
集
中
・
支
配
、

金
と
の
間
に
、

ペ
イ
ト
ン

や
わ
が
国
太
日
博
士
な
ど
の
強
い
主
張
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
資
本
主
理
論
を
と
ろ
う
と
、
或
は
セ
イ
ド
マ
ン
流
の
＝
ン
テ
ィ
テ
ィ
諭
に
立
と

一
般
株
主
の
持
分
な
い
し
支
配
権
主
張
の
忌
度
に
お
の
ず
か
ら
相
違
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
株
主
の
残
さ
れ
た

唯
一
の
持
分
と
し
て
の
資
本
金
ー
そ
れ
に
も
と
づ
く
利
益
配
当
請
求
櫂
ー
の
増
加
は
、
配
当
の
増
額
を
招
来
す
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
剰
余
金
や
配
当
金
に
対
し
す
る
支
配
者
団
の
操
作
に
自
由
な
余
地
を
残
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
前
者
は
固
定
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
株
式
分
割
は
、
そ
の
名
称
、
形
態
に
お
い
て
利
益
分
配
的
外
形
を
と
ら
ず
、
そ
の
点

で
は
剌
潤
分
配
の
檎
蔽
策
と
し
て
は
有
利
で
あ
る
と
し
て
も
、
資
本
金
利
益
率
、
利
益
剰
余
金
の
額
に
全
然
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、
実
質
上
の
増

配
を
企
図
し
て
行
わ
れ
る
株
式
分
割
で
は
配
当
率
計
算
を
す
れ
ば
む
し
ろ
そ
の
釘
上
げ
に
な
る
。

費
者
の
商
品
価
格
引
下
げ
要
請
に
対
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
困
離
で
あ
ろ
う
。

利
潤
陰
蔽
策
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
今
日
、
諸
矛
盾
の
激
化
と
と
も
に
、
独
占
企
業
の
関
心
ほ
、
独
占
詞
潤
の
結
果
処
理
よ
り
も
、
そ
の
露

出
そ
の
も
の
を
阻
止
す
る
機
構
・
制
度
の
幣
備
に
向
け
ら
れ
て
来
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
と
く
に
祖
税
対
策
と
も
か
ら
ん
で
、
公
表
利
益
の
過
i

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
柊

―
―
四
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株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

る
と
い
う
実
情
で
あ
る
。

少
表
示
の
た
め
に
、
商
法
、
税
法
、
或
は
会
計
諸
制
度
に
支
え
ら
れ
て
、
特
別
償
却
や
諸
種
の
引
当
金
制
度
な
ど
合
法
的
な
利
潤
の
費
用
化
に

要
す
る
に
、
株
式
配
当
は
、

い
ま
や
独
占
企
業
に
お
け
る
矛
盾
の
社
会
経
済
的
展
開
に
と
も
な
い
、
そ
の
目
的
、
形
態
、
内
容
に
特
徴
的
転

換
が
行
わ
れ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
は
、
乱
的
支
配
資
本
の
社
会
的
資
本
支
配
お
よ
び
杜
会
的
労
働
支
配
の
陰
蔽
の
一
方
式
と
し
て
、
ま
た
、
企

業
維
持
・
休
制
維
持
的
政
策
の
一
環
と
し
て
、
株
式
配
当
の
個
別
経
営
的
機
能
よ
り
杜
会
経
済
的
機
能
へ
の
霊
点
移
行
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
株
式
会
社
制
度
の
発
展
と
そ
こ
に
内
在
す
る
諸
矛
盾
の
展
間
に
照
応
し
て
、
株
式
配
当
の
性
格
の
変
転
を
追
究
し
て
き
た
わ
け
で
あ

る
。
株
式
配
当
は
本
来
的
に
は
、
資
本
不
足
を
颯
実
的
基
盤
と
し
て
、
会
杜
支
配
資
本
の
蓄
積
慾
求
と
一
般
株
主
資
本
の
利
益
分
配
要
求
と
い

う
矛
盾
の
解
決
策
と
し
て
生
れ
た
、
補
足
的
な
が
ら
も
―
つ
の
蓄
積
方
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
獲
得
利
潤
の
量
的
な
、
し
た
が
つ
て

時
間
的
限
界
、
或
は
一
般
株
主
に
も
増
資
。
フ
レ
ミ
ア
ム
を
分
与
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
く
る
限
界
、

五

さ
ら
に
は
独
占
段
階
に
お
け
る
自
己
金

融
に
よ
る
蓄
積
方
式
の
新
展
開
に
よ
っ
て
、
株
式
配
当
の
資
本
蓄
積
的
概
能
は
愈
々
そ
の
限
界
を
露
呈
し
、
遂
に
そ
の
機
能
を
全
く
名
目
化
せ

し
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
株
式
配
当
の
所
得
性
を
、
そ
の
璃
更
に
利
用
さ
れ
て
い
る
態
様
に
つ
い
て
み
る
に
、
資
本
主
理
論
が
よ
り
適
合

す
る
段
階
の
会
社
に
お
け
る
株
式
配
当
は
、
そ
の
持
分
理
諭
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
主
張
と
は
反
対
に
一
般
に
所
得
性
が
高
い
。
他
方
、
企
業
実

体
理
論
に
依
拠
す
る
方
が
よ
り
論
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
会
社
に
お
け
る
株
式
配
当
は
、
論
者
の
主
張
と
は
逆
に
希
薄
化
さ
れ
て
き
て
い

つ
ま
り
、
株
式
会
社
が
資
本
主
理
諭
か
ら
企
業
実
体
理
論
を
よ
り
妥
当
と
す
る
段
階
え
と
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、

よ
る
自
己
金
融
の
拡
大
、
秘
密
積
立
金
の
増
大
が
こ
れ
で
あ
る
f

第
二
十
五
巻

弟
三
号
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〔
附
記
〕

な
お
、
今
日
、
株
式
会
杜
形
態
を
資
本
の
蒐
集
・
結
合
と
い
う
点
か
ら
で
は
な
く
て
、

環
境
の
も
と
で
併
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
各
個
別
企
業
の
不
均
等
な
発
展
段
階
の
特
殊
性
を
反
映
し
て
、

諜
税
を
規
定
す
る
と
き
は
、
株
式
配
当
の
名
称
で
包
括
さ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
を
劃
一
的
に
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
。

ぐ
つ
て
所
得
性
論
議
が
錯
綜
し
、
限
り
な
い
混
乱
を
招
来
す
る
わ
け
で
あ
る
。

本
楕
は
昭
和
三
十
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

株
式
配
当

(
S
t
o
c
k

D
i
v
i
d
e
n
d
s
)

の
性
格

第
二
十
五
巻

第
三
号

（
昭
和
三
十
五
年
一
月
）

こ
こ
か
ら
法
規
定
を
め

持
分
理
論
の
上
か
ら
は
形
態
的
に
そ
の
所
得
性
を
鮮
明
に
し
て
来
な
が
ら
、
躙
実
に
宣
言
さ
れ
る
株
式
配
当
の
実
質
的
所
得
は
逆
に
希
薄
化
の

傾
向
を
辿
つ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
独
占
段
階
で
は
、
前
述
の
如
く
、
株
式
配
当
政
策
は
著
し
く
後
退
し
、
独
占
利

潤
陰
蔽
の
一
方
式
と
し
て
残
存
す
る
に
至
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
配
当
の
性
格
は
、

H
資
本
蓄
積
的
性
格
と
そ
の
限
昇
、
口
利
得
的
性
格
と
そ

の
希
薄
化
の
傾
向
、
国
高
い
剰
余
価
値
率
、
資
本
金
利
益
率
、
配
当
率
陰
蔽
策
と
し
て
の
株
式
配
当
、
と
い
う
三
つ
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
有
限
責
任
そ
の
他
の
法
的
保
護
の
恩
恵
を
受
け

る
た
め
に
の
み
利
用
す
る
人
的
会
社
か
ら
、
巨
大
な
準
公
共
的
株
式
会
杜
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
会
社
が
独
占
資
本
主
義
の
制
度
的

同
一
形
態
の
も
と
に
全
く
性
格

を
異
に
す
る
株
式
配
当
が
宣
言
さ
れ
て
く
る
。
か
か
る
株
式
配
当
の
多
様
性
、
複
雑
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
税
法
が
一
た
び
そ
の
非
課
税
或
は

一六
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